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平成29年 7月 15 日

第
36
回
市
民
カ
ラ
オ
ケ
大
会

第
12
回
加
茂
川
ブ
ル
ー
ス
・
加
茂
川
慕
情

　
　
　
　
　
　
全
国
大
会
　
出
場
者
を
募
集

　
カ
ラ
オ
ケ

大
会
一
般
部

門
で
は
40
人

（
組
）
程
度
、

加
茂
川
ブ
ル

ー
ス
・
加
茂

川
慕
情
全
国

大
会
部
門
で

は
各
15
人
程

度
を
募
集
し
ま
す
。

　
毎
年
行
わ
れ
る
加
茂
川
ブ
ル
ー

ス
・
加
茂
川
慕
情
全
国
大
会
に
は
、

県
内
各
地
か
ら
極
め
て
レ
ベ
ル
の
高

い
方
が
参
加
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
大
会
に
も
多
数
の
皆
様
の
ご
応

募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
　
時
　
10
月
９
日
（
月
・
祝
）
正

午
開
演

審
査
員
　
山
岸
之
起
先
生

出
場
料
　
１
人
４
千
円
（
申
し
込
み

時
に
納
入
）

出
場
資
格
　
▼
一
般
部
門
（
楽
曲
自

由
）　
16
歳
以
上
の
加
茂
市
・
田
上

町
在
住
、
ま
た
は
加
茂
市
に
通
勤
通

学
し
て
い
る
人
。

▼
加
茂
川
ブ
ル
ー
ス
・
加
茂
川
慕
情

全
国
大
会
部
門
　
16
歳
以
上
の
人

（
加
茂
市
以
外
の
人
で
も
可
）。

そ
の
他
　
加
茂
川
ブ
ル
ー
ス
・
加
茂

川
慕
情
の
Ｃ
Ｄ
や
テ
ー
プ
は
、
商
工

観
光
課
、
文
化
会
館
等
で
発
売
中
。

申
し
込
み
　
８
月
１
日
（
火
）
午
前

９
時
〜
31
日
（
木
）
午
後
５
時
ま
で

に
文
化
会
館（
☎
53

－

０
８
４
２
）へ
。

※

定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り

　
毎
年
夏
に
な
る
と
水
の
事
故
が
増

加
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に

楽
し
く
夏
を
過
ご
せ
る
よ
う
、
事
故

防
止
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■
水
難
事
故
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

❶
幼
い
子
ど
も
か
ら
目
を
離
さ
な

い
。
子
ど
も
だ
け
で
水
辺
で
は
遊
ば

せ
な
い
。

❷
泳
ぐ
前
は
準
備
体
操
を
行
い
、
休

憩
は
定
期
的
に
と
り
ま
し
ょ
う
。

❸
危
険
と
思
わ
れ
る
場
所
や
、
遊
泳

禁
止
区
域
で
は
泳
が
な
い
。

❹
で
き
る
だ
け
１
人
で
は
泳
が
な

い
。

河
川
の
場
合
　
▼
１
人
で
遊
ば
ず
、

必
ず
複
数
で
遊
び
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
全
国
大
会
　
出
場
者
を
募
集

子
ど
も
た
ち
を
水
や

  

花
火
の
事
故
か
ら
守
ろ
う

▼
サ
ン
ダ
ル
は
脱
げ
や
す
い
の
で
、

ウ
ォ
ー
タ
ー
シ
ュ
ー
ズ
、
リ
バ
ー
シ

ュ
ー
ズ
な
ど
、
濡
れ
て
も
脱
げ
に
く

い
靴
を
履
き
ま
し
ょ
う
。

「
川
の
水
が
急
に
増
え
る
」
次
の
サ

イ
ン
に
注
意

▼
水
の
流
れ
て
く
る
方
向
の
空
に
黒

い
雲
が
見
え
た
と
き
。▼
落
ち
葉
や

流
木
、
ご
み
が
流
れ
て
き
た
と
き
。

▼
雷
が
鳴
り
始
め
た
と
き
。▼
雨
が

降
り
始
め
た
と
き
。

■
水
の
事
故
が
起
き
た
ら

❶
近
く
の
人
に
助
け
を
求
め
、
消
防

署
な
ど
に
救
助
を
要
請
す
る
。

❷
泳
い
で
助
け
に
行
く
の
は
最
後
の

手
段
で
す
。

　
ま
た
、
単
独
で
救
助
を
行
う
と
自

身
が
溺
れ
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
背

が
立
つ
と
こ
ろ
以
外
の
場
所
で
は
不

用
意
に
飛
び
込
ま
ず
、
周
囲
の
人
と

協
力
し
、
浮
き
輪
や
竿
、
ロ
ー
プ
な

ど
を
使
っ
て
救
助
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

も
し
も
に
備
え
救
命
講
習

　
消
防
署
で
は
、
救
命
講
習
の
申
し

込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
も
し
も
の
場
合
に
迅
速
に
対
応
で

き
る
よ
う
、
講
習
を
受
け
て
、
応
急

手
当
の
技
術
を
習
得
し
ま
し
ょ
う
。

■
花
火
を
す
る
と
き
の
注
意

❶
子
ど
も
だ
け
の
花
火
は
危
険
。
大

人
が
し
っ
か
り
見
て
い
ま
し
ょ
う
。

❷
花
火
を
人
に
向
け
た
り
、
燃
え
や

す
い
物
の
近
く
で
は
行
わ
な
い
。

❸
水
の
入
っ

た
バ
ケ
ツ
を

準
備
し
、
終

わ
っ
た
花
火

の
火
を
消

す
。

■
や
け
ど
を
し
た
場
合

❶
す
ぐ
患
部
に
水
道
水
を
か
け
、
10

分
〜
30
分
間
冷
や
す
。
服
の
上
か
ら

や
け
ど
を
し
た
場
合
は
、
無
理
に
脱

が
さ
ず
直
接
水
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

❷
病
院
へ
行
く
場
合
は
、
ガ
ー
ゼ
や

清
潔
な
タ
オ
ル
な
ど
で
患
部
を
包

み
、
何
も
塗
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
水
泡
が
あ
る
場
合
は
、
破

ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

❸
自
宅
で
処
置
で
き
る
軽
度
な
や
け

ど
は
、
消
毒
な
ど
を
行
い
、
痛
み
が

な
く
な
る
ま
で
包
帯
な
ど
の
上
か
ら

冷
や
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
地
域
消
防
署

（
☎
52

－

１
７
７
０
）

月 日 当番医 ☎
７／23（日） 大谷内科医院 ５２－０２３６
30（日） 鷲塚内科医院 ５２－２０５４

８／６（日） 田上診療所 ５７－５０１５
11（金・祝）さくらクリニック ５２－９５１１
13（日） 星野内科医院 ４１－４１４１
15（火） 徳友医院 ５３－０１６７

　
コ
ン
ロ
は
毎
日
使
う
道
具
で
す
。
安
全
に
使
う

た
め
、
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

❶
調
理
中
は
離
れ
な
い
　
調
理
中
は
、
そ
の
場
を

絶
対
離
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
も
し
、
離
れ
る
と

き
は
必
ず
火
を
消
し
ま
し
ょ
う
。

❷
コ
ン
ロ
や
そ
の
周
り
は
き
れ
い
に
　
油
汚
れ
は

放
置
す
る
と
、
コ
ン
ロ
の
火
が
燃
え
移
る
危
険
が

あ
り
ま
す
。
特
に
、
グ
リ
ル
内
に
肉
や
魚
の
油
が
た
ま
っ
た
ま
ま
で
は
危

険
な
の
で
掃
除
し
ま
し
ょ
う
。

❸
電
磁
調
理
器
も
注
意
　
電
磁（
Ｉ

Ｈ
）
調
理
器
は
火
を
使
わ
な
い
の

で
安
全
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
誤
っ
た
使
い
方
や
対

応
機
器
以
外
の
調
理
器
具
を
使
う

と
火
災
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
地
域
消
防
署

（
☎
52

－

１
７
７
０
）

25
㈫
友引

2
㈬
仏滅
3
㈭
大安
4
㈮
赤口

5
㈯
先勝

6
㈰
友引

31
㈪
友引

26
㈬
先負

28
㈮
大安

27
㈭
仏滅

30
㈰
先勝

・行政相談　　市役所相談室１　　9：00～11：30
・心配ごと相談
　　　　　　　市役所相談室４　　9：00～16：00
・公証法律相談（社会福祉協議会☎52－6667へ
　予約）　　　市役所相談室３　13：00～15：00

・温水プール休館日

・古典文学の集い・万葉集
　　　　　　　　　市立図書館　10：00から

29
㈯
赤口

・民俗資料館休館日

・公民館・市民体育館、民俗資料館休館日
・七谷、中央、上条、下条、須田コミセン休館日

・読もう、語ろうイギリス文学
　　　　　　　　　市立図書館　10：00から
・読　書　会　　　市立図書館　13：30から

　休日当番医　田上診療所
 　　　　　　☎５７－５０１５ 　9：00～17：00
・総体　野球（一般、壮年、中学生の部）
　　　　　　　七谷野球場ほか　 8：00から
・民俗資料館休館日

・心配ごと相談　上町コミセン　 9：00～12：00
・司法書士による無料法律相談（予約は前日まで
　に☎47－1882へ／司法書士会三条支部相談員：
　外山量一さん）上町コミセン　 9：00～12：00
・映画鑑賞会（一般）「ホーム・スイートホーム」
　　　　　　　　　市立図書館　14：00から
・民俗資料館休館日

・心配ごと相談
　　　　　　　市役所相談室４　 9：00～16：00

害
鳥
捕
獲
等
を
実
施 

関
係
者
以
外
は
入
ら
な
い
で

　
果
実
を
ム
ク
ド
リ
、
カ
ラ
ス
な
ど
の
食
害
か
ら
守
る
た
め
、
銃
器
に
よ

る
一
斉
捕
獲
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
期
間
中
は
関
係
者
以
外
は
立
ち
入

ら
な
い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
　
間
　
９
月
５
日
（
火
）
ま
で
の
、
日
の
出
か
ら
午
前
６
時
ま
で
。

実
施
日
　
火
、
木
、
土
曜
日

※

た
だ
し
、
10
月
31
日
（
火
）
ま
で
は
、
日
の
出
か
ら
日
没
の
間
、
実
施

日
の
ほ
か
に
臨
時
的
に
実
施
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

区
　
域
　
山
島
新
田
、
加
茂
新
田
、
須
田
地
区
の
果
樹
地
帯
。

問
い
合
わ
せ
　
農
林
課
振
興
係
（
☎
内
線
412
）

注
意
し
て
防
ご
う
　
コ
ン
ロ
火
災

　休日当番医　鷲塚内科医院
 　　　　　　☎５２－２０５４ 　9：00～17：00
・総体　野球（一般、壮年の部）
　　　　　　　七谷野球場ほか　 8：00から
　　　　水泳　　　市民プール　 8：30から
・民俗資料館休館日

・温水プール休館日

・民俗資料館休館日
・七谷、中央、上条、下条、須田コミセン休館日

7月・8月

人口のうごき　 ７月１日現在
世　帯　　　　 10,300（－ 1）
人　口　　　　 27,936（－33）
　男　　　　　 13,533（－24）
　女　　　　　 14,403（－ 9）
　　　（　）内は前月比　

　　　　（6月異動分）
出　生　12 （男　 5　女　 7）
死　亡　35（男　22   女　13）
転　出　44 　　  転　入　34

24
先勝

7月

㈪

1
先負

8月

㈫

サマージャンボ宝くじ
　８月 10日まで発売中

　新潟県内で購入された宝くじの交付金は、市町村に配分され、明るく住みよいまちづくりに
使われます。宝くじは市内で買いましょう。
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国
民
年
金
保
険
料
の

　
　
　
免
除
、
猶
予
制
度

　
所
得
が
少
な
い
等
の
理
由
で
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
人
の

た
め
に
、
申
請
・
承
認
さ
れ
る
と
保

険
料
の
納
付
が
免
除
、
猶
予
さ
れ
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

❶
保
険
料
免
除
制
度
　
全
額
免
除
と

一
部
納
付
（
４
分
の
１
、
半
額
、
４

分
の
３
納
付
）
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

❷
納
付
猶
予
制
度
　
50
歳
未
満
が
対

象
の
納
付
猶
予
制
度
と
学
生
対
象
の

学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
の
制
度
も
原
則
と
し
て
、

前
年
所
得
を
基
準
と
し
て
審
査
さ
れ

ま
す
が
、
退
職
（
失
業
）
等
の
理
由

で
承
認
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
承
認
期
間
は
、
老
齢
基
礎
年
金
を

受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
資
格
要
件

（
受
給
資
格
期
間
）
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
10
年
以
内
に
免
除
期
間

の
保
険
料
を
追
納
し
な
い
と
、
年
金

額
は
通
常
に
収
め
た
分
に
比
べ
減
額

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
納
付
猶
予
期
間

は
追
納
し
な
い
限
り
年
金
額
に
反
映

さ
れ
ま
せ
ん
。

申
請
は
年
度
ご
と
に
　
免
除
制
度
の

承
認
期
間
は
７
月
〜
翌
年
６
月
ま
で

が
１
年
度
で
す
。
今
ま
で
免
除
申
請

を
行
っ
て
い
て
、
引
き
続
き
７
月
以

降
も
免
除
を
希
望
す
る
人
は
再
度
手

続
き
が
必
要（
年
金
事
務
所
か
ら「
継

　
前
号
の
第
60
回
総
合
体
育
大
会
日
程
で
の
な
か
で
「
サ
ッ
カ
ー
」
の
締
切
日
が
違
っ
て
い
ま
し
た
。
正
し
い
締
切
日
は
「
サ
ッ
カ
ー
　
▼
シ
ニ
ア
の
部
・
高
校
一
般
の
部
が
８
月
25
日
」、「
サ
ッ
カ
ー

▼
フ
ッ
ト
サ
ル
の
部
（
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
）・
フ
ッ
ト
サ
ル
の
部
（
一
般
の
部
）
が
２
月
28
日
」
で
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

続
審
査
申
出
受
付
済
み
」
の
通
知
が

あ
っ
た
人
は
不
要
）
で
す
。

　
年
金
手
帳
、
印
鑑
、
失
業
中
の
人

は
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
ま
た
は

離
職
票
の
写
し
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
申
請
日
か
ら
２
年
１
か
月

前
の
月
分
ま
で
遡
及
し
て
申
請
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
経
済

的
に
困
難
に
な
っ
た
も
の
の
、
申
請

を
忘
れ
て
い
た
た
め
に
未
納
期
間
が

あ
る
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
国
民
年
金
係

（
☎
内
線
113
）　

　
病
気
や
事
故
等
で
、
寝
た
き
り
の

状
態
ま
た
は
寝
た
き
り
に
な
る
心
配

の
あ
る
人
の
お
宅
に
訪
問
し
、
看
護

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
な
ど
の
業
務

を
行
い
ま
す
。

採
用
予
定
人
数
　
１
人

受
験
資
格
　
看
護
師
免
許
取
得
者

（
准
看
護
師
を
除
く
）
で
普
通
自
動

車
免
許
を
有
す
る
人
。

※

年
齢
不
問
。

試
　
験
　
作
文
、
面
接
試
験

※

試
験
日
は
応
募
者
に
後
日
連
絡
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
　
受
験
申
込

書（
履
歴
書
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

看
護
師
免
許
証
と
普
通
自
動
車
免
許

証
の
写
し
を
添
付
し
て
総
務
課
人
事

係
（
☎
内
線
333
）
へ
。

　
受
験
申
込
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

訪問看護ステー
  ション看護職員
  （市正職員） 募集  （市正職員） 募集

ホ
ー
ムヘ
ル
パ
ー
を
募
集

採
用
予
定
人
数
　
３
人
程
度

受
験
資
格
　
昭
和
33
年
４
月
２
日
以

降
生
ま
れ
で
次
の
資
格
が
あ
る
人
。

❶
介
護
福
祉
士
ま
た
は
介
護
職
員
初

任
者
研
修
修
了
者
（
旧
ヘ
ル
パ
ー
２

級
以
上
の
資
格
取
得
者
）。※

資
格
が

な
い
人
は
資
格
取
得
後
に
採
用
。

❷
普
通
自
動
車
免
許
を
有
す
る
人
。

勤
務
先
　
加
茂
市
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

待
遇
等
　
月
額
16
万
円
以
上
、
賞
与
、

社
会
保
険
制
度
あ
り
（
社
会
福
祉
法

人
加
茂
福
祉
会
就
業
規
則
、
給
与
規

則
に
よ
る
）。

試
　
験
　
作
文
、
面
接
試
験

※

試
験
日
は
応
募
者
に
後
日
連
絡
。

提
出
先
　
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
介
護
福
祉
士
登
録
証

ま
た
は
介
護
職
員
初
任
者
研
修
の
修

了
証
と
普
通
自
動
車
免
許
証
の
写
し

を
添
付
し
て
加
茂
市
介
護
・
看
護
支

援
セ
ン
タ
ー
（
第
二
平
成
園
内
、☎

41

－

４
０
３
２
）
ま
た
は
総
務
課
人

事
係
（
☎
内
線
333
）
へ
。

児
童
厚
生
員
を
募
集

加
茂
美
人
の
湯

　
　
　  

臨
時
職
員 

募
集

採
用
予
定
人
数
　
１
人

受
験
資
格
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人
。

❶
保
育
士
も
し
く
は
教
員
免
許
、
社

会
福
祉
士
資
格
を
持
っ
て
い
る
人
。

❷
高
校
卒
業
以
上
で
児
童
福
祉
事
業

に
２
年
以
上
従
事
し
た
人
。

報
　
酬
　
月
額
11
万
１
千
100
円

勤
務
先
　
南
児
童
館
（
予
定
）

勤
務
時
間
　
平
日
は
放
課
後
か
ら
午

後
６
時
30
分
。
土
曜
日
と
長
期
休
暇

中
は
午
後
１
時
〜
６
時
30
分
。

勤
務
し
な
い
日
　
学
校
休
業
日
等

選
　
考
　
面
接
試
験

※

試
験
日
は
応
募
者
に
後
日
連
絡
。

提
出
先
　
７
月
31
日
（
月
）
ま
で
に

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
福
祉
事
務
所
（
☎
内
線
177
）
へ
。

募
集
職
種
　
フ
ロ
ン
ト
係
、
館
内
清

掃
係
、
浴
槽
清
掃
係

採
用
予
定
人
数
　
各
職
種
１
人

受
験
資
格
　
特
に
な
し

勤
務
時
間
お
よ
び
賃
金

❶
フ
ロ
ン
ト
係…

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
30
分
は
時
給
790
円
。
午
後
５
時

〜
10
時
は
時
給
850
円
。

❷
館
内
清
掃
係…

午
前
７
時
30
分
〜

10
時
と
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
は
時

給
770
円
。
午
後
５
時
〜
10
時
は
時
給

820
円
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

❸
浴
槽
清
掃
係…

週
３
回
（
月
・
水
・

金
）
午
後
９
時
30
分
〜
11
時
こ
ろ
ま

で
は
時
給
千
560
円
。
週
１
、
２
回
午

後
６
時
〜
10
時
こ
ろ
ま
で
は
時
給
820

円
。

選
　
考
　
書
類
選
考
後
、
面
接
試
験

提
出
先
　
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
福
祉
事
務
所
（
☎
内

線
177
）
ま
た
は
市
民
福
祉
交
流
セ
ン

タ
ー
（
☎
41

－

４
１
２
２
）
へ
。

　身近な森林の木を木材として活
用することで、森林は若返り、よ
り良い森林へと再生していきます。
　県では「ふるさと越後の家づく
り事業」で新潟県産の杉「越後杉
ブランド認証材」を使用した住宅
建築に助成をしています。
　認証材の使用量に応じた補助金
に加え、県産畳、瓦使用などで加
算があり最大 99 万円の補助金が
支給されます。
　詳しくは長岡地域振興局林業振
興課（☎0258－38－2572）または
新潟県の農林水産業ホームページ
　（http://www.pref.niigata.lg.jp/nor
in.html）をご覧ください。

越後杉で家づくり
　住宅建築に助成　住宅建築に助成

人
間
ド
ッ
ク
の
助
成

　
人
間
ド
ッ
ク
費
用
の
一
部
を
助
成

し
て
い
ま
す
。

■
国
保
加
入
者
　

対
　
象
　
受
診
日
に
国
保
に
加
入
し

て
い
る
30
歳
か
ら
74
歳
で
、
国
保
税

を
滞
納
し
て
い
な
い
世
帯
に
属
す
る

人
。

助
成
額
　
２
万
５
千
200
円

助
成
方
法
　
❶
市
と
契
約
し
て
い
る

健
診
機
関
（
人
間
ド
ッ
ク
意
向
調
査

票
に
記
載
）
で
受
診
し
た
場
合
は
、

人
間
ド
ッ
ク
費
用
と
助
成
金
額
の
差

額
を
健
診
機
関
の
窓
口
で
支
払
っ
て

く
だ
さ
い
。

❷
前
記
の
❶
以
外
は
、
人
間
ド
ッ
ク

費
用
を
全
額
支
払
い
、
後
日
助
成
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
な
も
の
　
申
請
書
（
健
康
課
窓

口
に
あ
り
）
、
受
診
者
名
、
受
診
日

が
記
載
さ
れ
、
人
間
ド
ッ
ク
受
診
を

証
明
で
き
る
領
収
書
、
人
間
ド
ッ
ク

結
果
報
告
書
、
保
険
証
、
印
鑑
、
通

帳
な
ど
振
込
先
口
座
が
分
か
る
も
の

申
請
・
問
い
合
わ
せ
　
健
康
課
国
民

健
康
保
険
係
（
☎
内
線
161
）

■
後
期
高
齢
者

対
　
象
　
平
成
29
年
４
月
１
日
〜
平

成
30
年
３
月
31
日
ま
で
に
人
間
ド
ッ

ク
を
受
診
し
、
受
診
時
に
後
期
高
齢

者
の
人
。

助
成
金
額
　
１
万
円
（
上
限
）

必
要
な
も
の
　
申
請
書
（
健
康
課
窓

口
に
あ
り
）
、
人
間
ド
ッ
ク
受
診
の

領
収
書
、
保
険
証
、
印
鑑
、
通
帳
な

ど
振
込
先
口
座
が
分
か
る
も
の
（
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
は
振
込
先
店
名
、
預
金

種
目
、
口
座
番
号
が
必
要
）
、
人
間

ド
ッ
ク
の
受
診
結
果

申
請
期
限
　
平
成
30
年
４
月
２
日

（
月
）
ま
で

申
請
・
問
い
合
わ
せ
　
健
康
課
衛
生

係
（
☎
内
線
164
）

　
倒
産
・
解
雇
・
雇
い
止
め
な
ど
の

非
自
発
的
な
失
業
の
た
め
社
会
保
険

を
脱
退
し
、
国
保
に
加
入
し
た
人
に

対
し
て
国
保
税
を
軽
減
し
ま
す
。

対
象
者
　
次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満

た
す
人
。

❶
平
成
21
年
３
月
31
日
以
降
に
失
業

し
た
人
。

❷
失
業
時
点
で
65
歳
未
満
の
人
。

❸
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者

（
倒
産
・
解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職

者
）
ま
た
は
特
定
理
由
離
職
者
（
雇

い
止
め
な
ど
に
よ
る
離
職
者
）
で
あ

る
こ
と
。

※

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
第
１

面
「
12
　
離
職
理
由
」
欄
に
記
載
の

離
職
理
由
コ
ー
ド
が
11
、
12
、
21
、

22
、
31
、
32
、
23
、
33
、
34
の
人
が

該
当
し
ま
す
。

軽
減
内
容
　
国
民
健
康
保
険
税
の
所

得
割
を
算
定
す
る
際
に
、
非
自
発
的

失
業
者
の
前
年
の
給
与
所
得
を
100
分

の
30
と
し
て
算
定
し
ま
す
。

軽
減
期
間
　
離
職
日
の
翌
日
の
属
す

る
月
か
ら
、
そ
の
月
の
属
す
る
年
度

の
翌
年
度
末
ま
で
。

申
請
方
法
　
国
民
健
康
保
険
証
と
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
原
本
を
持

参
し
、
健
康
課
窓
口
に
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

非
自
発
的
失
業
者
に
係
る

　
　国
保
税
の
軽
減
措
置

問い合わせ 健康課国民健康保険係（☎52－0800 内線 163）

　
市
役
所
や
社
会
保
険
事
務
所
の
職

員
な
ど
と
名
乗
り
、
医
療
費
の
還
付

を
す
る
と
い
っ
て
口
座
番
号
を
聞
き

出
し
た
り
、
銀
行
等
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
振

り
込
み
額
を
確
認
す
る
よ
う
促
す
不

審
な
電
話
や
訪
問
の
事
例
が
市
内
で

あ
り
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
手
続
き
を
し
て
い
な
い

人
に
口
座
番
号
を
聞
く
こ
と
や
、
Ａ

Ｔ
Ｍ
に
行
っ
て
操
作
を
お
願
い
す
る

こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
電
話
や
訪
問
が
あ
っ

た
ら
健
康
課
（
☎
内
線
163
）
ま
た
は

加
茂
警
察
署
（
☎
52

－

０
１
１
０
）

へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

不
審
電
話
に

　
　
注
意
し
て

こんなときは14日以内に市民課へ届け出ください
状　況 持ってくるもの

他市町村から転入してき
た 転出証明書

退職や認定取消などで他
の健康保険をやめた

健保などの資格等喪失連
絡票

子どもが生まれた 印鑑、母子健康手帳
生活保護を受けなくなっ
た 保護廃止連絡票

他市町村へ転出する 保険証
他の健康保険に加入した 国保と健保などの保険証
死亡した 印鑑、保険証
生活保護を受けた 保険証、保護開始連絡票
退職者医療制度に該当に
なった 年金証書、保険証

住所、世帯主、氏名など
が変わった 保険証

保険証をなくした 本人確認できるもの（代
理人の場合郵送）

保険証の内容訂正または
汚れた 保険証

修学のため他市町村へ行
く 保険証、在学の証明書

国
保
に
加
入

国
保
を
脱
退

そ
の
他

※届け出のときは、個人番号（マイナンバー）が分かる
書類を持ってきてください。

　
交
通
事
故
な
ど
、
第
三
者
（
加
害

者
）
か
ら
受
け
た
傷
害
に
よ
る
医
療

費
は
、
原
則
と
し
て
加
害
者
が
負
担

す
べ
き
も
の
で
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
負
担
（
弁
償
）
が

不
十
分
で
あ
っ
た
り
、
遅
れ
た
り
す

る
場
合
に
は
、
国
保
や
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
保
険
証
を
使
っ
て
治
療

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
場
合
、
医
療
費
を
医
療
保
険

が
一
時
的
に
立
て
替
え
、
後
か
ら
加

害
者
に
請
求
し
ま
す
。

　
保
険
証
を
使
い
交
通
事
故
な
ど
の

け
が
の
治
療
を
受
け
る
と
き
は
「
第

三
者
行
為
に
よ
る
被
害
届
」
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
の
際
の
注
意
　
▼
加
害
者
の

住
所
、
氏
名
、
自
動
車
損
害
賠
償
責

任
保
険
の
加
入
の
有
無
を
確
認
し
て

お
く
。
▼
交
通
事
故
証
明
書
を
取
り

寄
せ
る
。
▼
保
険
証
と
印
鑑
を
持
参

す
る
。

事
故
に
遭
っ
た
と
き
は
　
▼
軽
い
け

が
だ
と
思
っ
て
も
、
必
ず
警
察
へ
届

け
る
。
▼
免
許
証
、
車
検
証
、
保
険

証
な
ど
で
相
手
を
確
認
す
る
。
▼
自

動
車
の
ナ
ン
バ
ー
を
ひ
か
え
る
。
▼

示
談
を
す
る
前
に
健
康
課
国
民
健
康

保
険
係
へ
相
談
す
る
（
加
害
者
か
ら

治
療
費
を
受
け
取
っ
た
り
、
示
談
を

済
ま
せ
る
と
保
険
証
は
使
え
ま
せ

ん
）
。

交
通
事
故
に

　
遭
っ
た
ら

　
　
届
け
出
を
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Ａ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｂ
Ａ
で
歌
お
う

 
歌
姫
・
歌
王
子

　
　
　 
募
　
集

　
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｂ
Ａ
で
歌
を
披
露
し

て
く
れ
る
、
小
中
学
生
の
歌
姫
・
歌

王
子
を
募
集
し
ま
す
。
自
慢
の
曲
で

挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
最
終
的
に
５
人
を
選
び
、
９
月
16

日（
土
）に
加
茂
山
公
園
野
外
ス
テ
ー

ジ
で
歌
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

選
考
日
　
７
月
29
日
（
土
）
午
前
９

時
か
ら

会
　
場
　
た
ば
た
ス
タ
ジ
オ
（
前
須

田
315
）

そ
の
他
　
歌
う
曲
は
採
点
機
能
付
き

カ
ラ
オ
ケ
で
80
点
以
上
と
し
ま
す
。

　
な
お
、
選
考
日
に
曲
の
カ
ラ
オ
ケ

を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
７
月
25

日
（
火
）
ま
で
に
、
た
ば
た
ス
タ
ジ

オ
・
バ
ン
ド
マ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
☎
47

－

１
１
３
０
）
へ
。

　
な
が
い
き
ス
ト
リ
ー
ト
逸
品
フ
ェ

ア
で
ア
ー
ケ
ー
ド
に
掲
示
（
10
月
１

日
〜
11
月
５
日
）
す
る
川
柳
を
募
集

し
ま
す
。

　
句
題
は
「
秋
」
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ

の
秋
、
食
欲
の
秋
、
秋
に
ま
つ
わ
る

言
葉
を
、
５
・
７
・
５
に
ま
と
め
て

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法
　
１
人
２
句
以
内
。
は
が

き
裏
面
に
必
要
事
項
を
楷
書
で
記
入

し
、ご
応
募
く
だ
さ
い
（
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

持
参
も
可
）。

必
要
事
項
　
投
稿
句
、
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、

電
話
番
号

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
８
月
20

日
（
日
）
ま
で
に
加
茂
市
商
店
街
協

同
組
合
（
〒
959

－

１
３
５
１
仲
町
１

－
34
、☎
52

－

０
７
７
５
、℻
53

－

３

４
３
４
）
へ
。

※

入
賞
者
に
は
加
茂
市
商
店
街
共
通

商
品
券
を
進
呈
。

ながいき川柳
　　句題「秋」

新
潟
経
営
大
学
公
開
講
座

開
催
日
／
テ
ー
マ
（
講
師
）

❶
７
月
29
日
（
土
）
午
後
１
時
〜
２

時
30
分
／
華
麗
な
る
タ
カ
ラ
ヅ
カ
ビ

ジ
ネ
ス
の
舞
台
裏
〜
経
営
学
と
社
会

学
か
ら
読
み
解
く
観
光
の
極
意
〜

（
小
畑
博
正
教
授
）

❷
７
月
30
日
（
日
）
午
後
１
時
〜
２

時
30
分
／
「
地
域
と
観
光
」
地
域
資

源
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
聞
こ
え
る

（
高
野
誠
鮮
特
別
客
員
教
授
）

❸
８
月
９
日
（
水
）、
10
日
（
木
）

の
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
／
英
語
で

英
語
を
学
ぶ
！
２
日
間
集
中
講
座

（
井
上
信
恵
講
師
）

会
　
場
　
新
潟
経
営
大
学
　

定
　
員
　
各
48
人
　
受
講
料
　
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
講
座
開

催
２
日
前
ま
で
に
同
大
学
総
務
係

（
☎
53

－

３
０
０
０
、http://w

w
w
.

niigataum
.ac.jp/

）
へ
。

大
人
の
桐
木
工
教
室
と

  

親
子
に
よ
る
桐
木
工
教
室

自
衛
官
採
用
試
験

　
　
　
　  

３
、
４
月
採
用

■
第
20
回
大
人
の
た
め
の
桐
木
工
教

室
　
伝
統
工
芸
士
か
ら
教
え
て
も
ら

い
桐
の
ス
ツ
ー
ル
を
製
作
し
ま
す
。

日
　
時
　
８
月
19
日
（
土
）
午
前
９

時
〜
正
午
（
午
前
の
部
）、
午
後
１

時
30
分
〜
４
時
30
分
（
午
後
の
部
）

参
加
費
　
５
千
円

募
　
集
　
６
人
（
18
歳
以
上
）

締
め
切
り
　
８
月
12
日
（
土
）

※
応
募
多
数
の
場
合
抽
選
。

■
第
26
回
親
子
に
よ
る
桐
木
工
教
室

　
職
人
か
ら
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら

最
初
の
１
時
間
は
桐
小
物
を
製
作
し
、

そ
の
後
は
自
由
に
工
作
し
ま
す
（
参

加
費
無
料
）。

日
　
時
　
８
月
27
日
（
日
）
午
前
９

時
〜
正
午
（
午
前
の
部
）、
午
後
１

時
30
分
〜
４
時
30
分
（
午
後
の
部
）

募
　
集
　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
10
組

締
め
切
り
　
８
月
24
日
（
木
）

※

先
着
順

会
場
・
申
し
込
み
　
い
ず
れ
も
有
限

会
社
茂
野
タ
ン
ス
店
（
田
上
町
原
ケ

崎
30

－

１
☎
57

－

３
６
１
０
、http:

//w
w
w
.kam

ono.com
/

）
へ
。

❶
自
衛
官
候
補
生
　
任
期
制
自
衛
官

（
陸
上
・
海
上
・
航
空
）

応
募
資
格
　
18
歳
以
上
27
歳
未
満

❷
一
般
曹
候
補
生

応
募
資
格
　
18
歳
以
上
27
歳
未
満

❸
航
空
学
生
（
海
上
・
航
空
）

応
募
資
格
　
▼
海
上
要
員
　
18
歳
以

上
23
歳
未
満

▼
航
空
要
員
　
18
歳
以
上
21
歳
未
満

受
付
期
間
　
９
月
８
日
（
金
）
ま
で

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
　
自
衛
隊

新
潟
地
方
協
力
本
部
加
茂
地
域
事
務

所
（
☎
52

－

５
２
２
２
）

※

詳
し
く
は
自
衛
隊
新
潟
地
方
協
力

本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.m
od.go.jp/pco/niigata/

）

　男女共同参画を身近なものとして感じられ
るような写真を募集します。応募規定など詳
しくは新潟県ホームページ
　　　　　　　　　　　　　をご覧ください。
題　材　家庭、職場、地域で性別による固定
的な役割分担意識にとらわれず、いきいきと
活動している様子。
応募先　10 月２日（月）までに県民生活課・
環境部男女平等社会推進課（☎025－280－
5142）へ。

　信濃川と大河津分水が題材の写真を募集。
応募部門　❶信濃川下流部門❷信濃川中流お
よび魚野川部門❸大河津分水部門❹ジュニア
部門
対　象　一般のアマチュアに限る。
応募要領　▼四つ切り（ワイド可）銀塩プリ
ント。合成写真、組写真は不可（ジュニア部
門のみＡ４サイズインクジェットプリント可）。
▼応募作品裏面に（氏名、年齢、住所、電話番号、
応募部門、題名、作品返却、撮影場所、河川名）
を記入した応募票を貼付。
応募先　10 月 13 日（金）までに信濃川河川
事務所総務課（☎0258－32－3020、

（http://www.pref.
niigata.lg.jp/bosyu_list.html）

http://ww
w.hrr.mlit.go.jp/shinano/）へ。

みんなが主役
　　男女共同参画
　フォトコンテスト

信濃川・大河津分水写真コンテスト

市
立
図
書
館
夏
休
み
中
の
臨
時
開
館
日
　
７
／
18
（
火
）、
24
（
月
）、
31
（
月
）、
８
／
７
（
月
）、
11
（
金
・
祝
）、
14
（
月
）、
21
（
月
）、
28
（
月
）　
開
館
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

利
用
で
き
る
場
所
　
１
階
閲
覧
室
と
２
階
学
習
室
（
貸
し
出
し
、
視
聴
覚
機
器
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
は
不
可
）　
問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館
（
☎
53

－

３
５
０
０
）

税  理  士  会
無料税務相談

日　時　８月２日（水）、17日（木）の午前 10時～正午　会　場　税理士会三条支部事務所（三条市旭町）
内　容　税金に関すること全般　予約・問い合わせ　前日までに税理士会三条支部（☎33－0380）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
平
成
29
年
分
保
険
料
　
７
月
中
旬
に
個
別
に
保
険
料
額
決
定
通
知
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
保
険
料
は
、
所
得
割
（
基
礎
控
除
後
の
前
年
中
の
所
得
の
７
・
15
％
）
と
均
等
割
（
１
人

当
た
り
３
万
５
千
300
円
）
の
合
計
で
算
定
し
ま
す
。
　
問
い
合
わ
せ
　
健
康
課
国
民
健
康
保
険
係
（
☎
内
線
163
）、
新
潟
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
（
☎
025

－

285

－

３
２
２
１
）

　
平
成
28
年
度
の
加
茂
市
の
国
保
加

入
者
１
人
当
た
り
の
年
間
国
保
税

（
医
療
分
＋
後
期
高
齢
者
支
援
金

分
）
は
、
８
万
２
千
822
円
、
１
世
帯

当
た
り
で
は
13
万
７
千
247
円
で
し

た
。

　
前
年
度
に
比
べ
、
１
人
当
た
り
で

は
10
・
０
％
の
増
加
、
１
世
帯
当
た

り
で
は
7.3
％
の
増
加
で
し
た
。

　
一
方
、
１
人
当
た
り
の
年
間
医
療

費
は
36
万
３
千
262
円
で
、
内
訳
は
国

保
一
般
が
36
万
５
千
905
円
で
、
前
年

度
比
4.1
％
の
増
加
、
退
職
が
29
万
９

千
318
円
で
、
前
年
度
比
21
・
６
％
の

減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
収
支

状
況
の
支
出
で
は
、
全
体
の
96
％
、

約
34
億
９
千
800
万
円
が
皆
さ
ん
の
医

療
費
な
ど
の
支
出
に
充
て
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
を
賄
う
収
入
は
、

皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
国
保

税
や
国
か
ら
の
負
担
金
、
社
会
保
険

診
療
報
酬
支
払
基
金
か
ら
の
交
付
金

や
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
国
保
特
別
会
計
は
、
平
成
15
年
度

か
ら
赤
字
が
続
い
て
お
り
、
28
年
度

は
２
億
３
千
500
万
円
余
り
の
赤
字
決

算
と
な
る
見
込
み
で
す
。

国
保
特
別
会
計
は

　
　
　
14
年
連
続
の
赤
字

　
国
保
は
高
齢
者
の
加
入
割
合
が
高

く
（
60
歳
以
上
加
入
者
が
63
％
）
、

医
療
費
の
増
加
や
国
保
税
の
負
担
能

力
な
ど
、
制
度
の
維
持
、
運
営
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
医
療
費
を
大
切
に
使
う
た
め
、
み

ん
な
で
お
医
者
さ
ん
の
上
手
な
か
か

り
方
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

家
庭
医
を
持
つ
　
あ
な
た
の
病
歴
や

体
質
、
生
活
環
境
や
健
康
状
態
を
よ

く
知
っ
て
い
る
家
庭
医
を
持
つ
こ
と

は
、
病
気
の
治
療
に
た
い
へ
ん
役
立

ち
ま
す
。

早
期
発
見
・
早
期
治
療
　
ど
ん
な
病

気
も
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
大
切

で
す
。
ふ
だ
ん
と
様
子
が
違
っ
た

ら
、
早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

受
診
は
時
間
内
に
　
急
病
な
ど
特
別

な
場
合
の
ほ
か
は
時
間
外
や
休
日
の

受
診
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

ハ
シ
ゴ
受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う
　

　
お
医
者
さ
ん
を
次
々
と
替
え
る

と
、
同
じ
検
査
を
何
回
も
行
い
無
駄

な
ば
か
り
か
、
薬
が
重
な
っ
た
り
し

て
危
険
な
こ
と
も
あ
る
の
で
、
や
め

ま
し
ょ
う
。

医
療
費
を
抑
え
る
た
め
に

　
国
保
税
は
、
国
保
に
加
入
し
て
い

る
世
帯
員
の
分
を
ま
と
め
て
世
帯
主

か
ら
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
国
保
税
は
、
国
保
を
運
営
す
る
う

え
で
と
て
も
大
切
な
財
源
で
す
。

　
未
納
や
納
め
忘
れ
な
ど
が
あ
る

と
、
国
保
財
政
は
苦
し
く
な
り
、
十

分
な
給
付
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
納
期
限
ま
で
に
納
め
る
よ
う
ご
協

力
く
だ
さ
い
。
納
期
は
７
月
か
ら
翌

年
３
月
ま
で
の
９
回
で
す
。

▼
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
口
座
振
替
は
１
回
の
手
続
き
で
確

実
に
納
税
で
き
ま
す
。

　
口
座
振
替
の
依
頼
書
は
、
市
内
の

金
融
機
関
（
郵
便
局
を
含
む
）
と
税

務
課
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の

窓
口
に
あ
り
ま
す
。

　
25
日
ま
で
の
申
し
込
み
で
、
翌
月

納
期
分
か
ら
口
座
振
替
納
税
で
き
ま

す
。

▼
納
付
は
い
つ
か
ら

　
国
保
税
は
他
の
市
町
村
か
ら
転
入

し
て
き
た
と
き
や
職
場
の
健
康
保
険

な
ど
を
や
め
た
と
き
な
ど
、
国
保
の

資
格
を
得
た
月
の
分
か
ら
納
め
て
い

た
だ
き
ま
す
。
届
け
出
を
し
た
と
き

か
ら
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
国
保
に
加
入
し
て
い
る
世

帯
主
や
世
帯
全
員
が
65
歳
以
上
75
歳

未
満
の
世
帯
は
、
原
則
と
し
て
年
金

か
ら
の
天
引
き
に
よ
る
特
別
徴
収
で

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
国
保
税
に
つ
い
て
は
税
務

課
民
税
係
（
☎
内
線
125
）
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
保
税
は
忘
れ
ず
納
付
を

安
価
な
後
発
医
薬
品

医療給付費分 後期高齢者支援金分 介護納付金分※１
所得割※２ 7.40% 2.10% 2.45%
資産割※３ 19.78% 7.80% ―

―
均等割※４ 29,400円 9,600円 13,420円
平等割※５ 20,600円 5,400円
賦課限度額 540,000円 190,000円 160,000円

平成29年度 加茂市国民健康保険税率

　世帯主に対して課税し、年度途中での加入・脱退は月割りで計算し
ます。▼※１　40～64歳のみ。▼※２　前年所得から33万円を控除した
基礎額に割合を乗じ算出。▼※３　今年度固定資産税額に割合を乗じ
算出▼※４　１人当たり　▼※５　１世帯当たり

金額（千円） 割合（％）
国民健康保
険税 577,555 17.0
国庫支出金 691,557 20.4
療養給付費
交付金 88,371 2.6
前期高齢者
交付金 839,314 24.7
繰入金 297,114 8.8
繰越金 0 0.0
その他 899,647 26.5

計 3,393,558 100.0

平成28年度　歳入

割合（％）金額（千円）
総務費 66,181 1.8
保険給付費 2,027,536 55.9
後期高齢者
支援金 358,552 9.9
介護納付金 138,598 3.8
共同事業拠
出金 694,663 19.1
その他 64,599 1.8
前年度繰上
充用金 278,807 7.7

計 3,628,937 100.0

平成28年度　歳出

　
後
発
医
薬
品

（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
）
と
は
、
先
発

医
薬
品
（
新
薬
）
の

特
許
が
切
れ
た
後
に

販
売
さ
れ
た
、
先
発

医
薬
品
と
同
じ
有
効
成
分
や
効
果
・

効
能
を
も
つ
安
価
な
医
薬
品
で
す
。

　
安
価
な
理
由
は
新
薬
で
膨
大
に
か

か
る
開
発
費
を
低
く
抑
え
ら
れ
る
た

め
で
す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ

の
変
更
は
、
医
師
や
薬
剤
師
に
相
談

し
、
薬
の
特
徴
や
医
療
費
に
つ
い
て

説
明
を
聞
い
て
判
断
し
ま
し
ょ
う
。

　
今
ま
で
の
薬
を
一
気
に
変
更
す
る

の
が
不
安
な
と
き
は
、
試
し
に
数
日

分
を
変
更
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　
自
分
の
意
思
を
伝
え
る
ジ
ェ
ネ
リ

ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
は
、
健
康

課
窓
口
で
も
配
付
し
て
い
ま
す
。
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■
70
歳
未
満

　
国
保
加
入
者
の
医
療
費
が
高
額
の

と
き
に
、
一
つ
の
医
療
機
関
の
窓
口

で
の
支
払
い
は
、
高
額
療
養
費
の
自

己
負
担
限
度
額
ま
で
で
済
み
ま
す
。

　
高
額
療
養
費
の
限
度
額
は
所
得
に

よ
っ
て
複
数
の
区
分
が
あ
り
、
医
療

機
関
の
窓
口
で
そ
の
区
分
に
応
じ
た

限
度
額
を
適
用
さ
せ
る
た
め
に
は

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
が
必
要
で

す
。

　
入
院
や
通
院
で
自
己
負
担
が
高
額

に
な
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
健
康

課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
認
定
証
を
医
療
機
関
に
提
示
す
る

と
、
負
担
が
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま

す
。

　
な
お
、
複
数
の
医
療
機
関
へ
の
支

払
い
で
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
る

場
合
は
、
い
っ
た
ん
３
割
分
を
支
払

い
、
後
か
ら
申
請
す
る
と
自
己
負
担

限
度
額
を
超
え
た
分
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

　■
70
歳
以
上
《
平
成
29
年
８
月
か
ら

限
度
額
変
更
》

　
70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
人
は
、
個

人
単
位
（
外
来
の
み
）
と
世
帯
単
位

（
外
来
・
入
院
）
で
そ
れ
ぞ
れ
自
己

負
担
限
度
額
が
設
定
さ
れ
て
い
ま

家庭でできる
　毎日食べる家庭の食事にも、食中毒発生の危険が潜んでいます。
　家庭で起こる食中毒は、発症する人が少なかったり、症状が軽かったりすることが
多いことから、風邪や寝冷えと思われがちです。
　また、食中毒とは気づかれず重症化することもあります。
　以下の６つのポイントに注意して、食中毒予防を心がけましょう。

　熱中症は、適切な予防をすれば防ぐことができます。７、８月は熱中症の発生がピー
クになります。
　急に暑くなった日は、特に注意をしてください。室内にいるときも注意が必要です。

　暑さの感じ方は人によって異なります。自分の体調の変化に気をつけましょう。
　まわりが協力して、熱中症予防を呼びかけあうことが大切です。
　節電を意識するあまり、熱中症予防を忘れないように注意をしてください。

❶購　入 ❷保　存 ❸下準備

❹調　理 ❺食　事 ❻残った料理

★消費期限などの表示
を確認する。
★肉や魚はそれぞれ分
けて包む（保冷剤（氷）
などがあると良い）。
★購入したら寄り道し
ないで、まっすぐ帰る。

★こまめに手洗い。
★食材もよく洗う。
★タオルやふきんは
清潔なものに交換。
★冷凍食品の解凍は
冷蔵庫で。
★ゴミはこまめに捨
てる。

★食品を冷蔵庫から出したら、
すぐに調理する。
★加熱は十分にする。
特に肉や魚などは、
中まで火が通って
いるか確認を！
★調理中の肉や魚の汁が、調理済み
の食品にかからないようにする。

★食事の前にしっかり手洗い。
★清潔な器具を使い、
清潔な食器に盛り分
ける。
★長時間室温に
放置しない。

★清潔な器具、容器で保存する
（早く冷えるように小分けにする）。
★温めなおすときは十分に加熱する
（目安は 75℃以上）。
★時間が経ちすぎた
り、ちょっとでも怪
しいと思ったら、思
い切って捨てる。

食中毒予防の３原則　食中毒菌を「付けない、増やさない、やっつける」
（厚生労働省「家庭でできる食中毒予防の６つのポイント」参考）

夏本番　みんなで　熱中症の対策を！！
■熱中症対策で注意すること

熱中症の応急手当
○涼しい場所へ移動し、衣服を緩め、安静に寝か
せる。
○エアコンをつけたり、扇風機、うちわなどで風
をあて、体を冷やす。
○飲めるようであれば、水分を少しずつ飲ませる。
※自力で水が飲めない、または意識がない場合は、
直ちに救急車を呼びましょう。

熱中症予防の
　　５つの声かけ
❶温度に気を配ろう
❷声をかけ合おう
❸飲み物を持ち歩こう
❹休息をとろう
❺栄養をとろう

問い合わせ　健康課衛生係（☎５２－００８０内線１６４）問い合わせ　健康課国民健康保険係（☎５２－０８００内線１６3）

★要冷蔵（凍）品は、持ち帰ったら
すぐに冷蔵（凍）庫に入れる。
★冷蔵庫の詰めこみ過ぎに注意
（目安は７割程度）。
★冷蔵庫は 10℃以
下に、冷凍庫は
－15℃以下に維持。

購入したら寄り道し

（目安は７割程度）。

以下に維持。

★清潔な器具を使い、
清潔な食器に盛り分

チ
ン
♪

チ
ン
♪

　熱中症は、適切な予防をすれば防ぐことができます。７、８月は熱中症の発生がピー

高
額
療
養
費
制
度
　

　
　
　
医
療
費
は
自
己
負
担
限
度
額
ま
で

す
。

　
一
般
世
帯
、
現
役
並
み
所
得
者
は

保
険
証
だ
け
を
提
示
、
低
所
得
者

Ⅰ
・
Ⅱ
に
該
当
す
る
人
は
、
保
険
証

と
減
額
認
定
証
を
提
示
す
る
と
医
療

機
関
で
の
支
払
い
が
限
度
額
ま
で
と

な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
月
の
途
中
で
75
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
て
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
被
保
険
者
と
な
る
人
は
、
同
一
月

で
そ
れ
ま
で
加
入
し
て
い
た
医
療
保

険
制
度
（
国
保
な
ど
）
と
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
そ
れ
ぞ
れ
で
限
度
額

を
負
担
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、

特
例
と
し
て
75
歳
に
到
達
し
た
月

は
、
移
行
前
後
の
医
療
保
険
制
度
で

限
度
額
が
そ
れ
ぞ
れ
本
来
の
額
の
２

分
の
１
に
な
り
ま
す
（
１
日
生
ま
れ

を
除
く
）。

上位所得世帯※2
総所得金額901万円以
上

252,600円＋（総医
療費－842,000円）
×１％

140,100円

上位所得世帯
同600万円～901万円

167,400円＋（総医
療費－558,000円）
×１％

93,000円

一般世帯
同210万円～600万円

80,100円＋（総医
療費－267,000円）
×１％

44,400円

一般世帯※3
同210万円以下 57,600円 44,400円

住民税非課税世帯 35,400円 24,600円

○70歳未満
　　　　  　回数
所得区分 ３回目まで ４回目

以降※1

※１　過去12か月間に、一つの世帯で高額療養費の
支給が４回以上あった場合の４回目以降の限度額。
※２　所得の申告がない場合も上位所得世帯（総所
得金額901万円以上）とみなされます。

区　分 外来
（個人）

外来＋入院
（世帯）

現役並み所得
者（３割）

（７月まで）
44,400円

（８月から）
57,600円

80,100円+（総医療費
－267,000円）×１％
※４回目以降は

44,400円

一　　般

（７月まで）
12,000円

（８月から）
14,400円

※年間上限
144,000円

（７月まで）
44,400円

（８月から）
57,600円

※４回目以降は
44,400円

低所得者Ⅱ 24,600円
低所得者Ⅰ 15,000円

○70歳以上75歳未満

8,000円

70歳以上75歳未満の所得区分

・現役並み所得者（３割負担）　同一世帯に住民税課
税所得が 145 万円以上の、70 歳以上 75 歳未満の国
保被保険者がいる人。
　ただし、70 歳以上 75 歳未満の国保被保険者の収
入合計が、２人以上で 520 万円未満、１人で 383 万
円未満の場合は、申請により２割負担（昭和 19 年４月
1日以前生まれは1割負担）となります。
・低所得者Ⅱ　同一世帯の世帯主および国保被保険
者が住民税非課税の人。
・低所得者Ⅰ　世帯主および国保被保険者が住民税
非課税で、その世帯の各所得が必要経費・控除（年
金の所得は控除額を 80 万円として計算）を差し引い
たときに０円となる人。

360円

90日までの入院 210円

90日超の入院（過去12か
月の入院日数） 160円

100円

入院時食事代　標準負担額（１食当たり）
一般（下記以外の人）

住民税非課税世帯
低所得者Ⅱ
（70歳以上）

低所得者Ⅰ（70歳以上）
※住民税非課税世帯（低所得者Ⅰ、Ⅱ）の人は「限
度額適用・標準負担額減額認定証」が必要です。
健康課の窓口にお申し出ください。

限
度
額
適
用
認
定
証

  

有
効
期
限
は
７
月
末
ま
で

　
現
在
持
っ
て
い
る
「
限
度
額
適
用

認
定
証
」、「
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
」
の
有
効
期
限
は

７
月
31
日
ま
で
で
す
。

　
引
き
続
き
必
要
な
人
や
、
新
た
に

認
定
を
受
け
る
人
は
、
健
康
課
国
民

健
康
保
険
係
で
更
新
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

・
限
度
額
適
用
認
定
証

対
象
者
　
70
歳
未
満
で
医
療
機
関
で

の
負
担
が
限
度
額
を
超
え
る
人

必
要
な
も
の
　
保
険
証
、
現
在
持
っ

て
い
る
認
定
証
（
更
新
の
場
合
）

・
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証

対
象
者
　
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
属

す
る
人

必
要
な
も
の
　
保
険
証
、
現
在
持
っ

て
い
る
認
定
証
（
更
新
の
場
合
）、

長
期
入
院
該
当
者
は
90
日
を
超
え
る

入
院
を
証
明
で
き
る
も
の
（
領
収
書

な
ど
）

　
入
院
時
の
食
事
負
担
額
は
１
食
360

円
で
す
。

　
た
だ
し
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
で

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
１

食
210
円
（
過
去
12
か
月
の
入
院
日
数

が
90
日
超
の
場
合
は
160
円
、
70
歳
以

上
で
所
得
が
０
円
の
世
帯
の
人
は
100

円
）
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

入
院
時
の
食
事
減
額
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
証

が
更
新
さ
れ
ま
す
。
８
月
か
ら
の
保

険
証
は
「
ベ
ー
ジ
ュ
」
で
、
個
人
宛

て
に
郵
送
し
ま
す
。

▼
退
職
被
保
険
者
本
人

❶
65
歳
未
満
の
国
民
健
康
保
険
加
入

者
。

❷
厚
生
年
金
保
険
や
各
種
共
済
組
合

の
年
金
制
度
か
ら
老
齢
（
退
職
）
年

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
で
、

こ
れ
ら
の
制
度
の
加
入
期
間
が
20
年

以
上
も
し
く
は
40
歳
以
後
の
加
入
期

間
が
10
年
以
上
あ
る
人
（
雇
用
保
険

受
給
者
、
若
年
停
止
者
を
除
く
）。

▼
被
扶
養
者
（
扶
養
家
族
）　
退
職

被
保
険
者
と
生
活
を
共
に
し
、
主
に

退
職
被
保
険
者
の
収
入
に
よ
っ
て
生

計
を
維
持
し
て
い
る
次
の
人
。

❶
退
職
被
保
険
者
の
直
系
尊
属
、
配

偶
者
（
内
縁
含
む
）
と
三
親
等
以
内

の
親
族
、
ま
た
は
配
偶
者
の
父
母
と

子
。

❷
65
歳
未
満
の
国
民
健
康
保
険
加
入

者
。

❸
年
間
収
入
が
130
万
円
（
60
歳
以
上

や
障
害
者
は
180
万
円
）
未
満
の
人
。

　
保
険
証
の
切
り
替
え
に
は
年
金
証

書（
加
入
期
間
が
書
い
て
あ
る
証
書
）

と
国
民
健
康
保
険
証
が
必
要
で
す
。

（
１
日
生
ま
れ
の
人
は
前
月
末
）
ま

で
で
す
。

　
対
象
者
に
は
、
有
効
期
限
が
切
れ

る
前
に
一
部
負
担
金
の
割
合
が
記
載

さ
れ
た
新
し
い
保
険
証
（
兼
高
齢
受

給
者
証
）
を
お
届
け
し
ま
す
。

・
75
歳
の
誕
生
日
か
ら
は
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
　
新
た
に
75
歳
に
達

す
る
人
の
保
険
証
の
有
効
期
限
は
誕

生
日
の
前
日
ま
で
で
す
。

　
75
歳
に
な
る
と
「
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
」
に
加
入
す
る
た
め
、
75
歳

の
誕
生
日
ま
で
に
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
保
険
証
を
お
届
け
し
ま
す
。

■
退
職
者
医
療
制
度

　
65
歳
未
満
の
国
保
加
入
者
の
う

ち
、
会
社
な
ど
を
退
職
し
て
、
年
金

（
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
）
を
受
け

ら
れ
る
人
と
そ
の
被
扶
養
者
は
「
退

職
者
医
療
制
度
」
の
保
険
証
に
よ

り
、
医
療
を
受
け
ま
す
。

　
退
職
者
医
療
制
度
は
、
本
人
の
自

己
負
担
と
保
険
税
の
ほ
か
は
、
職
場

の
健
康
保
険
な
ど
が
出
し
合
う
拠
出

金
を
財
源
と
し
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
27
年
４
月
か
ら
は
退

職
者
医
療
制
度
の
新
規
適
用
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
平
成
27
年
３
月
ま
で
に

対
象
と
な
っ
た
人
は
、
引
き
続
き
65

歳
に
達
す
る
ま
で
対
象
と
な
り
ま

す
。

　
対
象
者
は
、
次
の
条
件
の
す
べ
て

に
当
て
は
ま
る
人
（
退
職
被
保
険
者

本
人
）
と
、
そ
の
被
扶
養
者
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

　
保
険
証
も
８
月
に
更
新

誕
生
月
の
月
末
ま
で
で
す
。

　
対
象
者
に
は
、
有
効
期
限
が
切
れ

る
前
に
一
般
の
保
険
証
を
お
届
け
し

ま
す
。

・
70
歳
に
な
る
人
に
は
兼
高
齢
受
給

者
証
　
70
歳
に
達
し
て
い
る
人
（
以

下
高
齢
受
給
者
。
た
だ
し
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
対
象
者
は
除
く
）

の
保
険
証
は
高
齢
受
給
者
証
を
兼

ね
、
そ
の
人
の
負
担
割
合
が
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
高
齢
受
給
者
と
な
る
の
は
70
歳
の

誕
生
月
の
翌
月
（
１
日
生
ま
れ
の
人

は
誕
生
月
）
か
ら
で
す
。

　
新
た
に
70
歳
に
な
る
人
の
保
険
証

は
、
有
効
期
限
が
誕
生
月
の
月
末

　
国
保
の
保
険
証
（
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
）
を
８
月
に
更
新
し
ま

す
。
新
し
い
保
険
証
は
「
空
色
」
で

す
。

　
世
帯
の
分
を
ま
と
め
て
世
帯
主
宛

て
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
内
容
を
確

認
し
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

・
資
格
が
な
く
な
っ
た
ら
届
け
出
を

　
職
場
の
保
険
に
加
入
し
た
と
き
や

他
の
市
町
村
へ
転
出
す
る
場
合
は
、

必
ず
届
け
出
て
保
険
証
を
お
返
し
く

だ
さ
い
。

・
学
　
生
　
市
外
に
住
所
を
移
し
て

い
る
学
生
は
、
特
例
で
加
茂
市
の
国

保
の
保
険
証
を
交
付
し
ま
す
。

　
在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証
の
写

し
を
添
付
し
、
市
民
課
の
窓
口
へ
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
有
効
期
限
　
通
常
、
保
険
証
の
有

効
期
限
は
毎
年
７
月
31
日
で
す
が
、

次
の
場
合
は
有
効
期
限
が
別
に
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

・
退
職
者
医
療
の
対
象
者
は
64
歳
ま

で
　
退
職
者
医
療
制
度
に
該
当
し
て

い
る
人
と
そ
の
被
扶
養
者
で
、
65
歳

に
な
る
人
の
保
険
証
の
有
効
期
限
は

国
保
の
保
険
証
更
新

　
　
　
８
月
か
ら
は
空
色

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
に
、
安
心
し
て
お

医
者
さ
ん
に
か
か
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
日
ご
ろ
か
ら
収
入
に
応
じ
て
お

金
（
国
保
税
）
を
出
し
合
い
、
み
ん
な
で
助
け
合
う
制
度
で
す
。

　
国
保
は
医
療
保
険
の
一
つ
と
し
て
加
茂
市
が
運
営
し
、
職
場
の
健
康
保
険
加

入
者
と
そ
の
扶
養
家
族
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
、
生
活
保
護
を
受
け

て
い
る
人
な
ど
を
除
い
て
、
す
べ
て
の
人
が
国
保
に
加
入
し
ま
す
。
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
証

が
更
新
さ
れ
ま
す
。
８
月
か
ら
の
保

険
証
は
「
ベ
ー
ジ
ュ
」
で
、
個
人
宛

て
に
郵
送
し
ま
す
。

▼
退
職
被
保
険
者
本
人

❶
65
歳
未
満
の
国
民
健
康
保
険
加
入

者
。

❷
厚
生
年
金
保
険
や
各
種
共
済
組
合

の
年
金
制
度
か
ら
老
齢
（
退
職
）
年

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
で
、

こ
れ
ら
の
制
度
の
加
入
期
間
が
20
年

以
上
も
し
く
は
40
歳
以
後
の
加
入
期

間
が
10
年
以
上
あ
る
人
（
雇
用
保
険

受
給
者
、
若
年
停
止
者
を
除
く
）。

▼
被
扶
養
者
（
扶
養
家
族
）　
退
職

被
保
険
者
と
生
活
を
共
に
し
、
主
に

退
職
被
保
険
者
の
収
入
に
よ
っ
て
生

計
を
維
持
し
て
い
る
次
の
人
。

❶
退
職
被
保
険
者
の
直
系
尊
属
、
配

偶
者
（
内
縁
含
む
）
と
三
親
等
以
内

の
親
族
、
ま
た
は
配
偶
者
の
父
母
と

子
。

❷
65
歳
未
満
の
国
民
健
康
保
険
加
入

者
。

❸
年
間
収
入
が
130
万
円
（
60
歳
以
上

や
障
害
者
は
180
万
円
）
未
満
の
人
。

　
保
険
証
の
切
り
替
え
に
は
年
金
証

書（
加
入
期
間
が
書
い
て
あ
る
証
書
）

と
国
民
健
康
保
険
証
が
必
要
で
す
。

（
１
日
生
ま
れ
の
人
は
前
月
末
）
ま

で
で
す
。

　
対
象
者
に
は
、
有
効
期
限
が
切
れ

る
前
に
一
部
負
担
金
の
割
合
が
記
載

さ
れ
た
新
し
い
保
険
証
（
兼
高
齢
受

給
者
証
）
を
お
届
け
し
ま
す
。

・
75
歳
の
誕
生
日
か
ら
は
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
　
新
た
に
75
歳
に
達

す
る
人
の
保
険
証
の
有
効
期
限
は
誕

生
日
の
前
日
ま
で
で
す
。

　
75
歳
に
な
る
と
「
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
」
に
加
入
す
る
た
め
、
75
歳

の
誕
生
日
ま
で
に
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
保
険
証
を
お
届
け
し
ま
す
。

■
退
職
者
医
療
制
度

　
65
歳
未
満
の
国
保
加
入
者
の
う

ち
、
会
社
な
ど
を
退
職
し
て
、
年
金

（
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
）
を
受
け

ら
れ
る
人
と
そ
の
被
扶
養
者
は
「
退

職
者
医
療
制
度
」
の
保
険
証
に
よ

り
、
医
療
を
受
け
ま
す
。

　
退
職
者
医
療
制
度
は
、
本
人
の
自

己
負
担
と
保
険
税
の
ほ
か
は
、
職
場

の
健
康
保
険
な
ど
が
出
し
合
う
拠
出

金
を
財
源
と
し
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
27
年
４
月
か
ら
は
退

職
者
医
療
制
度
の
新
規
適
用
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
平
成
27
年
３
月
ま
で
に

対
象
と
な
っ
た
人
は
、
引
き
続
き
65

歳
に
達
す
る
ま
で
対
象
と
な
り
ま

す
。

　
対
象
者
は
、
次
の
条
件
の
す
べ
て

に
当
て
は
ま
る
人
（
退
職
被
保
険
者

本
人
）
と
、
そ
の
被
扶
養
者
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

　
保
険
証
も
８
月
に
更
新

誕
生
月
の
月
末
ま
で
で
す
。

　
対
象
者
に
は
、
有
効
期
限
が
切
れ

る
前
に
一
般
の
保
険
証
を
お
届
け
し

ま
す
。

・
70
歳
に
な
る
人
に
は
兼
高
齢
受
給

者
証
　
70
歳
に
達
し
て
い
る
人
（
以

下
高
齢
受
給
者
。
た
だ
し
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
対
象
者
は
除
く
）

の
保
険
証
は
高
齢
受
給
者
証
を
兼

ね
、
そ
の
人
の
負
担
割
合
が
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
高
齢
受
給
者
と
な
る
の
は
70
歳
の

誕
生
月
の
翌
月
（
１
日
生
ま
れ
の
人

は
誕
生
月
）
か
ら
で
す
。

　
新
た
に
70
歳
に
な
る
人
の
保
険
証

は
、
有
効
期
限
が
誕
生
月
の
月
末

　
国
保
の
保
険
証
（
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
）
を
８
月
に
更
新
し
ま

す
。
新
し
い
保
険
証
は
「
空
色
」
で

す
。

　
世
帯
の
分
を
ま
と
め
て
世
帯
主
宛

て
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
内
容
を
確

認
し
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

・
資
格
が
な
く
な
っ
た
ら
届
け
出
を

　
職
場
の
保
険
に
加
入
し
た
と
き
や

他
の
市
町
村
へ
転
出
す
る
場
合
は
、

必
ず
届
け
出
て
保
険
証
を
お
返
し
く

だ
さ
い
。

・
学
　
生
　
市
外
に
住
所
を
移
し
て

い
る
学
生
は
、
特
例
で
加
茂
市
の
国

保
の
保
険
証
を
交
付
し
ま
す
。

　
在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証
の
写

し
を
添
付
し
、
市
民
課
の
窓
口
へ
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
有
効
期
限
　
通
常
、
保
険
証
の
有

効
期
限
は
毎
年
７
月
31
日
で
す
が
、

次
の
場
合
は
有
効
期
限
が
別
に
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

・
退
職
者
医
療
の
対
象
者
は
64
歳
ま

で
　
退
職
者
医
療
制
度
に
該
当
し
て

い
る
人
と
そ
の
被
扶
養
者
で
、
65
歳

に
な
る
人
の
保
険
証
の
有
効
期
限
は

国
保
の
保
険
証
更
新

　
　
　
８
月
か
ら
は
空
色

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
に
、
安
心
し
て
お

医
者
さ
ん
に
か
か
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
日
ご
ろ
か
ら
収
入
に
応
じ
て
お

金
（
国
保
税
）
を
出
し
合
い
、
み
ん
な
で
助
け
合
う
制
度
で
す
。

　
国
保
は
医
療
保
険
の
一
つ
と
し
て
加
茂
市
が
運
営
し
、
職
場
の
健
康
保
険
加

入
者
と
そ
の
扶
養
家
族
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
、
生
活
保
護
を
受
け

て
い
る
人
な
ど
を
除
い
て
、
す
べ
て
の
人
が
国
保
に
加
入
し
ま
す
。
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■
70
歳
未
満

　
国
保
加
入
者
の
医
療
費
が
高
額
の

と
き
に
、
一
つ
の
医
療
機
関
の
窓
口

で
の
支
払
い
は
、
高
額
療
養
費
の
自

己
負
担
限
度
額
ま
で
で
済
み
ま
す
。

　
高
額
療
養
費
の
限
度
額
は
所
得
に

よ
っ
て
複
数
の
区
分
が
あ
り
、
医
療

機
関
の
窓
口
で
そ
の
区
分
に
応
じ
た

限
度
額
を
適
用
さ
せ
る
た
め
に
は

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
が
必
要
で

す
。

　
入
院
や
通
院
で
自
己
負
担
が
高
額

に
な
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
健
康

課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
認
定
証
を
医
療
機
関
に
提
示
す
る

と
、
負
担
が
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま

す
。

　
な
お
、
複
数
の
医
療
機
関
へ
の
支

払
い
で
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
る

場
合
は
、
い
っ
た
ん
３
割
分
を
支
払

い
、
後
か
ら
申
請
す
る
と
自
己
負
担

限
度
額
を
超
え
た
分
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

　■
70
歳
以
上
《
平
成
29
年
８
月
か
ら

限
度
額
変
更
》

　
70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
人
は
、
個

人
単
位
（
外
来
の
み
）
と
世
帯
単
位

（
外
来
・
入
院
）
で
そ
れ
ぞ
れ
自
己

負
担
限
度
額
が
設
定
さ
れ
て
い
ま

家庭でできる
　毎日食べる家庭の食事にも、食中毒発生の危険が潜んでいます。
　家庭で起こる食中毒は、発症する人が少なかったり、症状が軽かったりすることが
多いことから、風邪や寝冷えと思われがちです。
　また、食中毒とは気づかれず重症化することもあります。
　以下の６つのポイントに注意して、食中毒予防を心がけましょう。

　熱中症は、適切な予防をすれば防ぐことができます。７、８月は熱中症の発生がピー
クになります。
　急に暑くなった日は、特に注意をしてください。室内にいるときも注意が必要です。

　暑さの感じ方は人によって異なります。自分の体調の変化に気をつけましょう。
　まわりが協力して、熱中症予防を呼びかけあうことが大切です。
　節電を意識するあまり、熱中症予防を忘れないように注意をしてください。

❶購　入 ❷保　存 ❸下準備

❹調　理 ❺食　事 ❻残った料理

★消費期限などの表示
を確認する。
★肉や魚はそれぞれ分
けて包む（保冷剤（氷）
などがあると良い）。
★購入したら寄り道し
ないで、まっすぐ帰る。

★こまめに手洗い。
★食材もよく洗う。
★タオルやふきんは
清潔なものに交換。
★冷凍食品の解凍は
冷蔵庫で。
★ゴミはこまめに捨
てる。

★食品を冷蔵庫から出したら、
すぐに調理する。
★加熱は十分にする。
特に肉や魚などは、
中まで火が通って
いるか確認を！
★調理中の肉や魚の汁が、調理済み
の食品にかからないようにする。

★食事の前にしっかり手洗い。
★清潔な器具を使い、
清潔な食器に盛り分
ける。
★長時間室温に
放置しない。

★清潔な器具、容器で保存する
（早く冷えるように小分けにする）。
★温めなおすときは十分に加熱する
（目安は 75℃以上）。
★時間が経ちすぎた
り、ちょっとでも怪
しいと思ったら、思
い切って捨てる。

食中毒予防の３原則　食中毒菌を「付けない、増やさない、やっつける」
（厚生労働省「家庭でできる食中毒予防の６つのポイント」参考）

夏本番　みんなで　熱中症の対策を！！
■熱中症対策で注意すること

熱中症の応急手当
○涼しい場所へ移動し、衣服を緩め、安静に寝か
せる。
○エアコンをつけたり、扇風機、うちわなどで風
をあて、体を冷やす。
○飲めるようであれば、水分を少しずつ飲ませる。
※自力で水が飲めない、または意識がない場合は、
直ちに救急車を呼びましょう。

熱中症予防の
　　５つの声かけ
❶温度に気を配ろう
❷声をかけ合おう
❸飲み物を持ち歩こう
❹休息をとろう
❺栄養をとろう

問い合わせ　健康課衛生係（☎５２－００８０内線１６４）問い合わせ　健康課国民健康保険係（☎５２－０８００内線１６3）

★要冷蔵（凍）品は、持ち帰ったら
すぐに冷蔵（凍）庫に入れる。
★冷蔵庫の詰めこみ過ぎに注意
（目安は７割程度）。
★冷蔵庫は 10℃以
下に、冷凍庫は
－15℃以下に維持。

チ
ン
♪

チ
ン
♪

高
額
療
養
費
制
度
　

　
　
　
医
療
費
は
自
己
負
担
限
度
額
ま
で

す
。

　
一
般
世
帯
、
現
役
並
み
所
得
者
は

保
険
証
だ
け
を
提
示
、
低
所
得
者

Ⅰ
・
Ⅱ
に
該
当
す
る
人
は
、
保
険
証

と
減
額
認
定
証
を
提
示
す
る
と
医
療

機
関
で
の
支
払
い
が
限
度
額
ま
で
と

な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
月
の
途
中
で
75
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
て
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
被
保
険
者
と
な
る
人
は
、
同
一
月

で
そ
れ
ま
で
加
入
し
て
い
た
医
療
保

険
制
度
（
国
保
な
ど
）
と
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
そ
れ
ぞ
れ
で
限
度
額

を
負
担
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、

特
例
と
し
て
75
歳
に
到
達
し
た
月

は
、
移
行
前
後
の
医
療
保
険
制
度
で

限
度
額
が
そ
れ
ぞ
れ
本
来
の
額
の
２

分
の
１
に
な
り
ま
す
（
１
日
生
ま
れ

を
除
く
）。

上位所得世帯※2
総所得金額901万円以
上

252,600円＋（総医
療費－842,000円）
×１％

140,100円

上位所得世帯
同600万円～901万円

167,400円＋（総医
療費－558,000円）
×１％

93,000円

一般世帯
同210万円～600万円

80,100円＋（総医
療費－267,000円）
×１％

44,400円

一般世帯※3
同210万円以下 57,600円 44,400円

住民税非課税世帯 35,400円 24,600円

○70歳未満
　　　　  　回数
所得区分 ３回目まで ４回目

以降※1

※１　過去12か月間に、一つの世帯で高額療養費の
支給が４回以上あった場合の４回目以降の限度額。
※２　所得の申告がない場合も上位所得世帯（総所
得金額901万円以上）とみなされます。

区　分 外来
（個人）

外来＋入院
（世帯）

現役並み所得
者（３割）

（７月まで）
44,400円

（８月から）
57,600円

80,100円+（総医療費
－267,000円）×１％
※４回目以降は

44,400円

一　　般

（７月まで）
12,000円

（８月から）
14,400円

※年間上限
144,000円

（７月まで）
44,400円

（８月から）
57,600円

※４回目以降は
44,400円

低所得者Ⅱ 24,600円
低所得者Ⅰ 15,000円

○70歳以上75歳未満

8,000円

70歳以上75歳未満の所得区分

・現役並み所得者（３割負担）　同一世帯に住民税課
税所得が 145 万円以上の、70 歳以上 75 歳未満の国
保被保険者がいる人。
　ただし、70 歳以上 75 歳未満の国保被保険者の収
入合計が、２人以上で 520 万円未満、１人で 383 万
円未満の場合は、申請により２割負担（昭和 19 年４月
1日以前生まれは1割負担）となります。
・低所得者Ⅱ　同一世帯の世帯主および国保被保険
者が住民税非課税の人。
・低所得者Ⅰ　世帯主および国保被保険者が住民税
非課税で、その世帯の各所得が必要経費・控除（年
金の所得は控除額を 80 万円として計算）を差し引い
たときに０円となる人。

360円

90日までの入院 210円

90日超の入院（過去12か
月の入院日数） 160円

100円

入院時食事代　標準負担額（１食当たり）
一般（下記以外の人）

住民税非課税世帯
低所得者Ⅱ
（70歳以上）

低所得者Ⅰ（70歳以上）
※住民税非課税世帯（低所得者Ⅰ、Ⅱ）の人は「限
度額適用・標準負担額減額認定証」が必要です。
健康課の窓口にお申し出ください。

限
度
額
適
用
認
定
証

  

有
効
期
限
は
７
月
末
ま
で

　
現
在
持
っ
て
い
る
「
限
度
額
適
用

認
定
証
」、「
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
」
の
有
効
期
限
は

７
月
31
日
ま
で
で
す
。

　
引
き
続
き
必
要
な
人
や
、
新
た
に

認
定
を
受
け
る
人
は
、
健
康
課
国
民

健
康
保
険
係
で
更
新
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

・
限
度
額
適
用
認
定
証

対
象
者
　
70
歳
未
満
で
医
療
機
関
で

の
負
担
が
限
度
額
を
超
え
る
人

必
要
な
も
の
　
保
険
証
、
現
在
持
っ

て
い
る
認
定
証
（
更
新
の
場
合
）

・
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証

対
象
者
　
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
属

す
る
人

必
要
な
も
の
　
保
険
証
、
現
在
持
っ

て
い
る
認
定
証
（
更
新
の
場
合
）、

長
期
入
院
該
当
者
は
90
日
を
超
え
る

入
院
を
証
明
で
き
る
も
の
（
領
収
書

な
ど
）

　
入
院
時
の
食
事
負
担
額
は
１
食
360

円
で
す
。

　
た
だ
し
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
で

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
１

食
210
円
（
過
去
12
か
月
の
入
院
日
数

が
90
日
超
の
場
合
は
160
円
、
70
歳
以

上
で
所
得
が
０
円
の
世
帯
の
人
は
100

円
）
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

入
院
時
の
食
事
減
額
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Ａ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｂ
Ａ
で
歌
お
う

 

歌
姫
・
歌
王
子

　
　
　 

募
　
集

　
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｂ
Ａ
で
歌
を
披
露
し

て
く
れ
る
、
小
中
学
生
の
歌
姫
・
歌

王
子
を
募
集
し
ま
す
。
自
慢
の
曲
で

挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
最
終
的
に
５
人
を
選
び
、
９
月
16

日（
土
）に
加
茂
山
公
園
野
外
ス
テ
ー

ジ
で
歌
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

選
考
日
　
７
月
29
日
（
土
）
午
前
９

時
か
ら

会
　
場
　
た
ば
た
ス
タ
ジ
オ
（
前
須

田
315
）

そ
の
他
　
歌
う
曲
は
採
点
機
能
付
き

カ
ラ
オ
ケ
で
80
点
以
上
と
し
ま
す
。

　
な
お
、
選
考
日
に
曲
の
カ
ラ
オ
ケ

を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
７
月
25

日
（
火
）
ま
で
に
、
た
ば
た
ス
タ
ジ

オ
・
バ
ン
ド
マ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
☎
47

－

１
１
３
０
）
へ
。

　
な
が
い
き
ス
ト
リ
ー
ト
逸
品
フ
ェ

ア
で
ア
ー
ケ
ー
ド
に
掲
示
（
10
月
１

日
〜
11
月
５
日
）
す
る
川
柳
を
募
集

し
ま
す
。

　
句
題
は
「
秋
」
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ

の
秋
、
食
欲
の
秋
、
秋
に
ま
つ
わ
る

言
葉
を
、
５
・
７
・
５
に
ま
と
め
て

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法
　
１
人
２
句
以
内
。
は
が

き
裏
面
に
必
要
事
項
を
楷
書
で
記
入

し
、ご
応
募
く
だ
さ
い
（
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

持
参
も
可
）。

必
要
事
項
　
投
稿
句
、
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、

電
話
番
号

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
８
月
20

日
（
日
）
ま
で
に
加
茂
市
商
店
街
協

同
組
合
（
〒
959

－

１
３
５
１
仲
町
１

－

34
、☎
52

－

０
７
７
５
、℻
53

－

３

４
３
４
）
へ
。

※

入
賞
者
に
は
加
茂
市
商
店
街
共
通

商
品
券
を
進
呈
。

ながいき川柳
　　句題「秋」

新
潟
経
営
大
学
公
開
講
座

開
催
日
／
テ
ー
マ
（
講
師
）

❶
７
月
29
日
（
土
）
午
後
１
時
〜
２

時
30
分
／
華
麗
な
る
タ
カ
ラ
ヅ
カ
ビ

ジ
ネ
ス
の
舞
台
裏
〜
経
営
学
と
社
会

学
か
ら
読
み
解
く
観
光
の
極
意
〜

（
小
畑
博
正
教
授
）

❷
７
月
30
日
（
日
）
午
後
１
時
〜
２

時
30
分
／
「
地
域
と
観
光
」
地
域
資

源
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
聞
こ
え
る

（
高
野
誠
鮮
特
別
客
員
教
授
）

❸
８
月
９
日
（
水
）、
10
日
（
木
）

の
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
／
英
語
で

英
語
を
学
ぶ
！
２
日
間
集
中
講
座

（
井
上
信
恵
講
師
）

会
　
場
　
新
潟
経
営
大
学
　

定
　
員
　
各
48
人
　
受
講
料
　
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
講
座
開

催
２
日
前
ま
で
に
同
大
学
総
務
係

（
☎
53

－

３
０
０
０
、http://w

w
w
.

niigataum
.ac.jp/

）
へ
。

大
人
の
桐
木
工
教
室
と

  

親
子
に
よ
る
桐
木
工
教
室

自
衛
官
採
用
試
験

　
　
　
　  

３
、
４
月
採
用

■
第
20
回
大
人
の
た
め
の
桐
木
工
教

室
　
伝
統
工
芸
士
か
ら
教
え
て
も
ら

い
桐
の
ス
ツ
ー
ル
を
製
作
し
ま
す
。

日
　
時
　
８
月
19
日
（
土
）
午
前
９

時
〜
正
午
（
午
前
の
部
）、
午
後
１

時
30
分
〜
４
時
30
分
（
午
後
の
部
）

参
加
費
　
５
千
円

募
　
集
　
６
人
（
18
歳
以
上
）

締
め
切
り
　
８
月
12
日
（
土
）

※

応
募
多
数
の
場
合
抽
選
。

■
第
26
回
親
子
に
よ
る
桐
木
工
教
室

　
職
人
か
ら
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら

最
初
の
１
時
間
は
桐
小
物
を
製
作
し
、

そ
の
後
は
自
由
に
工
作
し
ま
す
（
参

加
費
無
料
）。

日
　
時
　
８
月
27
日
（
日
）
午
前
９

時
〜
正
午
（
午
前
の
部
）、
午
後
１

時
30
分
〜
４
時
30
分
（
午
後
の
部
）

募
　
集
　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
10
組

締
め
切
り
　
８
月
24
日
（
木
）

※

先
着
順

会
場
・
申
し
込
み
　
い
ず
れ
も
有
限

会
社
茂
野
タ
ン
ス
店
（
田
上
町
原
ケ

崎
30

－

１
☎
57

－

３
６
１
０
、http:

//w
w
w
.kam

ono.com
/

）
へ
。

❶
自
衛
官
候
補
生
　
任
期
制
自
衛
官

（
陸
上
・
海
上
・
航
空
）

応
募
資
格
　
18
歳
以
上
27
歳
未
満

❷
一
般
曹
候
補
生

応
募
資
格
　
18
歳
以
上
27
歳
未
満

❸
航
空
学
生
（
海
上
・
航
空
）

応
募
資
格
　
▼
海
上
要
員
　
18
歳
以

上
23
歳
未
満

▼
航
空
要
員
　
18
歳
以
上
21
歳
未
満

受
付
期
間
　
９
月
８
日
（
金
）
ま
で

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
　
自
衛
隊

新
潟
地
方
協
力
本
部
加
茂
地
域
事
務

所
（
☎
52

－

５
２
２
２
）

※

詳
し
く
は
自
衛
隊
新
潟
地
方
協
力

本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.m
od.go.jp/pco/niigata/

）

　男女共同参画を身近なものとして感じられ
るような写真を募集します。応募規定など詳
しくは新潟県ホームページ
　　　　　　　　　　　　　をご覧ください。
題　材　家庭、職場、地域で性別による固定
的な役割分担意識にとらわれず、いきいきと
活動している様子。
応募先　10 月２日（月）までに県民生活課・
環境部男女平等社会推進課（☎025－280－
5142）へ。

　信濃川と大河津分水が題材の写真を募集。
応募部門　❶信濃川下流部門❷信濃川中流お
よび魚野川部門❸大河津分水部門❹ジュニア
部門
対　象　一般のアマチュアに限る。
応募要領　▼四つ切り（ワイド可）銀塩プリ
ント。合成写真、組写真は不可（ジュニア部
門のみＡ４サイズインクジェットプリント可）。
▼応募作品裏面に（氏名、年齢、住所、電話番号、
応募部門、題名、作品返却、撮影場所、河川名）
を記入した応募票を貼付。
応募先　10 月 13 日（金）までに信濃川河川
事務所総務課（☎0258－32－3020、

（http://www.pref.
niigata.lg.jp/bosyu_list.html）

http://ww
w.hrr.mlit.go.jp/shinano/）へ。

みんなが主役
　　男女共同参画
　フォトコンテスト

信濃川・大河津分水写真コンテスト

市
立
図
書
館
夏
休
み
中
の
臨
時
開
館
日
　
７
／
18
（
火
）、
24
（
月
）、
31
（
月
）、
８
／
７
（
月
）、
11
（
金
・
祝
）、
14
（
月
）、
21
（
月
）、
28
（
月
）　
開
館
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

利
用
で
き
る
場
所
　
１
階
閲
覧
室
と
２
階
学
習
室
（
貸
し
出
し
、
視
聴
覚
機
器
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
は
不
可
）　
問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館
（
☎
53

－

３
５
０
０
）

税  理  士  会
無料税務相談

日　時　８月２日（水）、17日（木）の午前 10時～正午　会　場　税理士会三条支部事務所（三条市旭町）
内　容　税金に関すること全般　予約・問い合わせ　前日までに税理士会三条支部（☎33－0380）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
平
成
29
年
分
保
険
料
　
７
月
中
旬
に
個
別
に
保
険
料
額
決
定
通
知
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
保
険
料
は
、
所
得
割
（
基
礎
控
除
後
の
前
年
中
の
所
得
の
７
・
15
％
）
と
均
等
割
（
１
人

当
た
り
３
万
５
千
300
円
）
の
合
計
で
算
定
し
ま
す
。
　
問
い
合
わ
せ
　
健
康
課
国
民
健
康
保
険
係
（
☎
内
線
163
）、
新
潟
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
（
☎
025

－

285

－

３
２
２
１
）

　
平
成
28
年
度
の
加
茂
市
の
国
保
加

入
者
１
人
当
た
り
の
年
間
国
保
税

（
医
療
分
＋
後
期
高
齢
者
支
援
金

分
）
は
、
８
万
２
千
822
円
、
１
世
帯

当
た
り
で
は
13
万
７
千
247
円
で
し

た
。

　
前
年
度
に
比
べ
、
１
人
当
た
り
で

は
10
・
０
％
の
増
加
、
１
世
帯
当
た

り
で
は
7.3
％
の
増
加
で
し
た
。

　
一
方
、
１
人
当
た
り
の
年
間
医
療

費
は
36
万
３
千
262
円
で
、
内
訳
は
国

保
一
般
が
36
万
５
千
905
円
で
、
前
年

度
比
4.1
％
の
増
加
、
退
職
が
29
万
９

千
318
円
で
、
前
年
度
比
21
・
６
％
の

減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
収
支

状
況
の
支
出
で
は
、
全
体
の
96
％
、

約
34
億
９
千
800
万
円
が
皆
さ
ん
の
医

療
費
な
ど
の
支
出
に
充
て
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
を
賄
う
収
入
は
、

皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
国
保

税
や
国
か
ら
の
負
担
金
、
社
会
保
険

診
療
報
酬
支
払
基
金
か
ら
の
交
付
金

や
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
国
保
特
別
会
計
は
、
平
成
15
年
度

か
ら
赤
字
が
続
い
て
お
り
、
28
年
度

は
２
億
３
千
500
万
円
余
り
の
赤
字
決

算
と
な
る
見
込
み
で
す
。

国
保
特
別
会
計
は

　
　
　
14
年
連
続
の
赤
字

　
国
保
は
高
齢
者
の
加
入
割
合
が
高

く
（
60
歳
以
上
加
入
者
が
63
％
）
、

医
療
費
の
増
加
や
国
保
税
の
負
担
能

力
な
ど
、
制
度
の
維
持
、
運
営
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
医
療
費
を
大
切
に
使
う
た
め
、
み

ん
な
で
お
医
者
さ
ん
の
上
手
な
か
か

り
方
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

家
庭
医
を
持
つ
　
あ
な
た
の
病
歴
や

体
質
、
生
活
環
境
や
健
康
状
態
を
よ

く
知
っ
て
い
る
家
庭
医
を
持
つ
こ
と

は
、
病
気
の
治
療
に
た
い
へ
ん
役
立

ち
ま
す
。

早
期
発
見
・
早
期
治
療
　
ど
ん
な
病

気
も
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
大
切

で
す
。
ふ
だ
ん
と
様
子
が
違
っ
た

ら
、
早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

受
診
は
時
間
内
に
　
急
病
な
ど
特
別

な
場
合
の
ほ
か
は
時
間
外
や
休
日
の

受
診
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

ハ
シ
ゴ
受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う
　

　
お
医
者
さ
ん
を
次
々
と
替
え
る

と
、
同
じ
検
査
を
何
回
も
行
い
無
駄

な
ば
か
り
か
、
薬
が
重
な
っ
た
り
し

て
危
険
な
こ
と
も
あ
る
の
で
、
や
め

ま
し
ょ
う
。

医
療
費
を
抑
え
る
た
め
に

　
国
保
税
は
、
国
保
に
加
入
し
て
い

る
世
帯
員
の
分
を
ま
と
め
て
世
帯
主

か
ら
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
国
保
税
は
、
国
保
を
運
営
す
る
う

え
で
と
て
も
大
切
な
財
源
で
す
。

　
未
納
や
納
め
忘
れ
な
ど
が
あ
る

と
、
国
保
財
政
は
苦
し
く
な
り
、
十

分
な
給
付
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
納
期
限
ま
で
に
納
め
る
よ
う
ご
協

力
く
だ
さ
い
。
納
期
は
７
月
か
ら
翌

年
３
月
ま
で
の
９
回
で
す
。

▼
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
口
座
振
替
は
１
回
の
手
続
き
で
確

実
に
納
税
で
き
ま
す
。

　
口
座
振
替
の
依
頼
書
は
、
市
内
の

金
融
機
関
（
郵
便
局
を
含
む
）
と
税

務
課
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の

窓
口
に
あ
り
ま
す
。

　
25
日
ま
で
の
申
し
込
み
で
、
翌
月

納
期
分
か
ら
口
座
振
替
納
税
で
き
ま

す
。

▼
納
付
は
い
つ
か
ら

　
国
保
税
は
他
の
市
町
村
か
ら
転
入

し
て
き
た
と
き
や
職
場
の
健
康
保
険

な
ど
を
や
め
た
と
き
な
ど
、
国
保
の

資
格
を
得
た
月
の
分
か
ら
納
め
て
い

た
だ
き
ま
す
。
届
け
出
を
し
た
と
き

か
ら
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
国
保
に
加
入
し
て
い
る
世

帯
主
や
世
帯
全
員
が
65
歳
以
上
75
歳

未
満
の
世
帯
は
、
原
則
と
し
て
年
金

か
ら
の
天
引
き
に
よ
る
特
別
徴
収
で

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
国
保
税
に
つ
い
て
は
税
務

課
民
税
係
（
☎
内
線
125
）
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
保
税
は
忘
れ
ず
納
付
を

安
価
な
後
発
医
薬
品

医療給付費分 後期高齢者支援金分 介護納付金分※１
所得割※２ 7.40% 2.10% 2.45%
資産割※３ 19.78% 7.80% ―

―
均等割※４ 29,400円 9,600円 13,420円
平等割※５ 20,600円 5,400円
賦課限度額 540,000円 190,000円 160,000円

平成29年度 加茂市国民健康保険税率

　世帯主に対して課税し、年度途中での加入・脱退は月割りで計算し
ます。▼※１　40～64歳のみ。▼※２　前年所得から33万円を控除した
基礎額に割合を乗じ算出。▼※３　今年度固定資産税額に割合を乗じ
算出▼※４　１人当たり　▼※５　１世帯当たり

金額（千円） 割合（％）
国民健康保
険税 577,555 17.0
国庫支出金 691,557 20.4
療養給付費
交付金 88,371 2.6
前期高齢者
交付金 839,314 24.7
繰入金 297,114 8.8
繰越金 0 0.0
その他 899,647 26.5

計 3,393,558 100.0

平成28年度　歳入

割合（％）金額（千円）
総務費 66,181 1.8
保険給付費 2,027,536 55.9
後期高齢者
支援金 358,552 9.9
介護納付金 138,598 3.8
共同事業拠
出金 694,663 19.1
その他 64,599 1.8
前年度繰上
充用金 278,807 7.7

計 3,628,937 100.0

平成28年度　歳出

　
後
発
医
薬
品

（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
）
と
は
、
先
発

医
薬
品
（
新
薬
）
の

特
許
が
切
れ
た
後
に

販
売
さ
れ
た
、
先
発

医
薬
品
と
同
じ
有
効
成
分
や
効
果
・

効
能
を
も
つ
安
価
な
医
薬
品
で
す
。

　
安
価
な
理
由
は
新
薬
で
膨
大
に
か

か
る
開
発
費
を
低
く
抑
え
ら
れ
る
た

め
で
す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ

の
変
更
は
、
医
師
や
薬
剤
師
に
相
談

し
、
薬
の
特
徴
や
医
療
費
に
つ
い
て

説
明
を
聞
い
て
判
断
し
ま
し
ょ
う
。

　
今
ま
で
の
薬
を
一
気
に
変
更
す
る

の
が
不
安
な
と
き
は
、
試
し
に
数
日

分
を
変
更
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　
自
分
の
意
思
を
伝
え
る
ジ
ェ
ネ
リ

ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
は
、
健
康

課
窓
口
で
も
配
付
し
て
い
ま
す
。
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国
民
年
金
保
険
料
の

　
　
　
免
除
、
猶
予
制
度

　
所
得
が
少
な
い
等
の
理
由
で
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
人
の

た
め
に
、
申
請
・
承
認
さ
れ
る
と
保

険
料
の
納
付
が
免
除
、
猶
予
さ
れ
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

❶
保
険
料
免
除
制
度
　
全
額
免
除
と

一
部
納
付
（
４
分
の
１
、
半
額
、
４

分
の
３
納
付
）
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

❷
納
付
猶
予
制
度
　
50
歳
未
満
が
対

象
の
納
付
猶
予
制
度
と
学
生
対
象
の

学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
の
制
度
も
原
則
と
し
て
、

前
年
所
得
を
基
準
と
し
て
審
査
さ
れ

ま
す
が
、
退
職
（
失
業
）
等
の
理
由

で
承
認
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
承
認
期
間
は
、
老
齢
基
礎
年
金
を

受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
資
格
要
件

（
受
給
資
格
期
間
）
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
10
年
以
内
に
免
除
期
間

の
保
険
料
を
追
納
し
な
い
と
、
年
金

額
は
通
常
に
収
め
た
分
に
比
べ
減
額

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
納
付
猶
予
期
間

は
追
納
し
な
い
限
り
年
金
額
に
反
映

さ
れ
ま
せ
ん
。

申
請
は
年
度
ご
と
に
　
免
除
制
度
の

承
認
期
間
は
７
月
〜
翌
年
６
月
ま
で

が
１
年
度
で
す
。
今
ま
で
免
除
申
請

を
行
っ
て
い
て
、
引
き
続
き
７
月
以

降
も
免
除
を
希
望
す
る
人
は
再
度
手

続
き
が
必
要（
年
金
事
務
所
か
ら「
継

　
前
号
の
第
60
回
総
合
体
育
大
会
日
程
で
の
な
か
で
「
サ
ッ
カ
ー
」
の
締
切
日
が
違
っ
て
い
ま
し
た
。
正
し
い
締
切
日
は
「
サ
ッ
カ
ー
　
▼
シ
ニ
ア
の
部
・
高
校
一
般
の
部
が
８
月
25
日
」、「
サ
ッ
カ
ー

▼
フ
ッ
ト
サ
ル
の
部
（
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
）・
フ
ッ
ト
サ
ル
の
部
（
一
般
の
部
）
が
２
月
28
日
」
で
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

続
審
査
申
出
受
付
済
み
」
の
通
知
が

あ
っ
た
人
は
不
要
）
で
す
。

　
年
金
手
帳
、
印
鑑
、
失
業
中
の
人

は
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
ま
た
は

離
職
票
の
写
し
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
申
請
日
か
ら
２
年
１
か
月

前
の
月
分
ま
で
遡
及
し
て
申
請
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
経
済

的
に
困
難
に
な
っ
た
も
の
の
、
申
請

を
忘
れ
て
い
た
た
め
に
未
納
期
間
が

あ
る
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
国
民
年
金
係

（
☎
内
線
113
）　

　
病
気
や
事
故
等
で
、
寝
た
き
り
の

状
態
ま
た
は
寝
た
き
り
に
な
る
心
配

の
あ
る
人
の
お
宅
に
訪
問
し
、
看
護

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
な
ど
の
業
務

を
行
い
ま
す
。

採
用
予
定
人
数
　
１
人

受
験
資
格
　
看
護
師
免
許
取
得
者

（
准
看
護
師
を
除
く
）
で
普
通
自
動

車
免
許
を
有
す
る
人
。

※

年
齢
不
問
。

試
　
験
　
作
文
、
面
接
試
験

※

試
験
日
は
応
募
者
に
後
日
連
絡
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
　
受
験
申
込

書（
履
歴
書
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

看
護
師
免
許
証
と
普
通
自
動
車
免
許

証
の
写
し
を
添
付
し
て
総
務
課
人
事

係
（
☎
内
線
333
）
へ
。

　
受
験
申
込
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

訪問看護ステー
  ション看護職員
  （市正職員） 募集

ホ
ー
ムヘ
ル
パ
ー
を
募
集

採
用
予
定
人
数
　
３
人
程
度

受
験
資
格
　
昭
和
33
年
４
月
２
日
以

降
生
ま
れ
で
次
の
資
格
が
あ
る
人
。

❶
介
護
福
祉
士
ま
た
は
介
護
職
員
初

任
者
研
修
修
了
者
（
旧
ヘ
ル
パ
ー
２

級
以
上
の
資
格
取
得
者
）。※

資
格
が

な
い
人
は
資
格
取
得
後
に
採
用
。

❷
普
通
自
動
車
免
許
を
有
す
る
人
。

勤
務
先
　
加
茂
市
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

待
遇
等
　
月
額
16
万
円
以
上
、
賞
与
、

社
会
保
険
制
度
あ
り
（
社
会
福
祉
法

人
加
茂
福
祉
会
就
業
規
則
、
給
与
規

則
に
よ
る
）。

試
　
験
　
作
文
、
面
接
試
験

※

試
験
日
は
応
募
者
に
後
日
連
絡
。

提
出
先
　
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
介
護
福
祉
士
登
録
証

ま
た
は
介
護
職
員
初
任
者
研
修
の
修

了
証
と
普
通
自
動
車
免
許
証
の
写
し

を
添
付
し
て
加
茂
市
介
護
・
看
護
支

援
セ
ン
タ
ー
（
第
二
平
成
園
内
、☎

41

－

４
０
３
２
）
ま
た
は
総
務
課
人

事
係
（
☎
内
線
333
）
へ
。

児
童
厚
生
員
を
募
集

加
茂
美
人
の
湯

　
　
　  

臨
時
職
員 

募
集

採
用
予
定
人
数
　
１
人

受
験
資
格
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人
。

❶
保
育
士
も
し
く
は
教
員
免
許
、
社

会
福
祉
士
資
格
を
持
っ
て
い
る
人
。

❷
高
校
卒
業
以
上
で
児
童
福
祉
事
業

に
２
年
以
上
従
事
し
た
人
。

報
　
酬
　
月
額
11
万
１
千
100
円

勤
務
先
　
南
児
童
館
（
予
定
）

勤
務
時
間
　
平
日
は
放
課
後
か
ら
午

後
６
時
30
分
。
土
曜
日
と
長
期
休
暇

中
は
午
後
１
時
〜
６
時
30
分
。

勤
務
し
な
い
日
　
学
校
休
業
日
等

選
　
考
　
面
接
試
験

※

試
験
日
は
応
募
者
に
後
日
連
絡
。

提
出
先
　
７
月
31
日
（
月
）
ま
で
に

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
福
祉
事
務
所
（
☎
内
線
177
）
へ
。

募
集
職
種
　
フ
ロ
ン
ト
係
、
館
内
清

掃
係
、
浴
槽
清
掃
係

採
用
予
定
人
数
　
各
職
種
１
人

受
験
資
格
　
特
に
な
し

勤
務
時
間
お
よ
び
賃
金

❶
フ
ロ
ン
ト
係…

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
30
分
は
時
給
790
円
。
午
後
５
時

〜
10
時
は
時
給
850
円
。

❷
館
内
清
掃
係…

午
前
７
時
30
分
〜

10
時
と
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
は
時

給
770
円
。
午
後
５
時
〜
10
時
は
時
給

820
円
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

❸
浴
槽
清
掃
係…

週
３
回
（
月
・
水
・

金
）
午
後
９
時
30
分
〜
11
時
こ
ろ
ま

で
は
時
給
千
560
円
。
週
１
、
２
回
午

後
６
時
〜
10
時
こ
ろ
ま
で
は
時
給
820

円
。

選
　
考
　
書
類
選
考
後
、
面
接
試
験

提
出
先
　
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
福
祉
事
務
所
（
☎
内

線
177
）
ま
た
は
市
民
福
祉
交
流
セ
ン

タ
ー
（
☎
41

－

４
１
２
２
）
へ
。

　身近な森林の木を木材として活
用することで、森林は若返り、よ
り良い森林へと再生していきます。
　県では「ふるさと越後の家づく
り事業」で新潟県産の杉「越後杉
ブランド認証材」を使用した住宅
建築に助成をしています。
　認証材の使用量に応じた補助金
に加え、県産畳、瓦使用などで加
算があり最大 99 万円の補助金が
支給されます。
　詳しくは長岡地域振興局林業振
興課（☎0258－38－2572）または
新潟県の農林水産業ホームページ
　（http://www.pref.niigata.lg.jp/nor
in.html）をご覧ください。

越後杉で家づくり
　住宅建築に助成

人
間
ド
ッ
ク
の
助
成

　
人
間
ド
ッ
ク
費
用
の
一
部
を
助
成

し
て
い
ま
す
。

■
国
保
加
入
者
　

対
　
象
　
受
診
日
に
国
保
に
加
入
し

て
い
る
30
歳
か
ら
74
歳
で
、
国
保
税

を
滞
納
し
て
い
な
い
世
帯
に
属
す
る

人
。

助
成
額
　
２
万
５
千
200
円

助
成
方
法
　
❶
市
と
契
約
し
て
い
る

健
診
機
関
（
人
間
ド
ッ
ク
意
向
調
査

票
に
記
載
）
で
受
診
し
た
場
合
は
、

人
間
ド
ッ
ク
費
用
と
助
成
金
額
の
差

額
を
健
診
機
関
の
窓
口
で
支
払
っ
て

く
だ
さ
い
。

❷
前
記
の
❶
以
外
は
、
人
間
ド
ッ
ク

費
用
を
全
額
支
払
い
、
後
日
助
成
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
な
も
の
　
申
請
書
（
健
康
課
窓

口
に
あ
り
）
、
受
診
者
名
、
受
診
日

が
記
載
さ
れ
、
人
間
ド
ッ
ク
受
診
を

証
明
で
き
る
領
収
書
、
人
間
ド
ッ
ク

結
果
報
告
書
、
保
険
証
、
印
鑑
、
通

帳
な
ど
振
込
先
口
座
が
分
か
る
も
の

申
請
・
問
い
合
わ
せ
　
健
康
課
国
民

健
康
保
険
係
（
☎
内
線
161
）

■
後
期
高
齢
者

対
　
象
　
平
成
29
年
４
月
１
日
〜
平

成
30
年
３
月
31
日
ま
で
に
人
間
ド
ッ

ク
を
受
診
し
、
受
診
時
に
後
期
高
齢

者
の
人
。

助
成
金
額
　
１
万
円
（
上
限
）

必
要
な
も
の
　
申
請
書
（
健
康
課
窓

口
に
あ
り
）
、
人
間
ド
ッ
ク
受
診
の

領
収
書
、
保
険
証
、
印
鑑
、
通
帳
な

ど
振
込
先
口
座
が
分
か
る
も
の
（
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
は
振
込
先
店
名
、
預
金

種
目
、
口
座
番
号
が
必
要
）
、
人
間

ド
ッ
ク
の
受
診
結
果

申
請
期
限
　
平
成
30
年
４
月
２
日

（
月
）
ま
で

申
請
・
問
い
合
わ
せ
　
健
康
課
衛
生

係
（
☎
内
線
164
）

　
倒
産
・
解
雇
・
雇
い
止
め
な
ど
の

非
自
発
的
な
失
業
の
た
め
社
会
保
険

を
脱
退
し
、
国
保
に
加
入
し
た
人
に

対
し
て
国
保
税
を
軽
減
し
ま
す
。

対
象
者
　
次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満

た
す
人
。

❶
平
成
21
年
３
月
31
日
以
降
に
失
業

し
た
人
。

❷
失
業
時
点
で
65
歳
未
満
の
人
。

❸
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者

（
倒
産
・
解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職

者
）
ま
た
は
特
定
理
由
離
職
者
（
雇

い
止
め
な
ど
に
よ
る
離
職
者
）
で
あ

る
こ
と
。

※

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
第
１

面
「
12
　
離
職
理
由
」
欄
に
記
載
の

離
職
理
由
コ
ー
ド
が
11
、
12
、
21
、

22
、
31
、
32
、
23
、
33
、
34
の
人
が

該
当
し
ま
す
。

軽
減
内
容
　
国
民
健
康
保
険
税
の
所

得
割
を
算
定
す
る
際
に
、
非
自
発
的

失
業
者
の
前
年
の
給
与
所
得
を
100
分

の
30
と
し
て
算
定
し
ま
す
。

軽
減
期
間
　
離
職
日
の
翌
日
の
属
す

る
月
か
ら
、
そ
の
月
の
属
す
る
年
度

の
翌
年
度
末
ま
で
。

申
請
方
法
　
国
民
健
康
保
険
証
と
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
原
本
を
持

参
し
、
健
康
課
窓
口
に
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

非
自
発
的
失
業
者
に
係
る

　
　国
保
税
の
軽
減
措
置

問い合わせ 健康課国民健康保険係（☎52－0800 内線 163）

　
市
役
所
や
社
会
保
険
事
務
所
の
職

員
な
ど
と
名
乗
り
、
医
療
費
の
還
付

を
す
る
と
い
っ
て
口
座
番
号
を
聞
き

出
し
た
り
、
銀
行
等
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
振

り
込
み
額
を
確
認
す
る
よ
う
促
す
不

審
な
電
話
や
訪
問
の
事
例
が
市
内
で

あ
り
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
手
続
き
を
し
て
い
な
い

人
に
口
座
番
号
を
聞
く
こ
と
や
、
Ａ

Ｔ
Ｍ
に
行
っ
て
操
作
を
お
願
い
す
る

こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
電
話
や
訪
問
が
あ
っ

た
ら
健
康
課
（
☎
内
線
163
）
ま
た
は

加
茂
警
察
署
（
☎
52

－

０
１
１
０
）

へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

不
審
電
話
に

　
　
注
意
し
て

　
　
注
意
し
て

こんなときは14日以内に市民課へ届け出ください
状　況 持ってくるもの

他市町村から転入してき
た 転出証明書

退職や認定取消などで他
の健康保険をやめた

健保などの資格等喪失連
絡票

子どもが生まれた 印鑑、母子健康手帳
生活保護を受けなくなっ
た 保護廃止連絡票

他市町村へ転出する 保険証
他の健康保険に加入した 国保と健保などの保険証
死亡した 印鑑、保険証
生活保護を受けた 保険証、保護開始連絡票
退職者医療制度に該当に
なった 年金証書、保険証

住所、世帯主、氏名など
が変わった 保険証

保険証をなくした 本人確認できるもの（代
理人の場合郵送）

保険証の内容訂正または
汚れた 保険証

修学のため他市町村へ行
く 保険証、在学の証明書

国
保
に
加
入

国
保
を
脱
退

そ
の
他

※届け出のときは、個人番号（マイナンバー）が分かる
書類を持ってきてください。

　
交
通
事
故
な
ど
、
第
三
者
（
加
害

者
）
か
ら
受
け
た
傷
害
に
よ
る
医
療

費
は
、
原
則
と
し
て
加
害
者
が
負
担

す
べ
き
も
の
で
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
負
担
（
弁
償
）
が

不
十
分
で
あ
っ
た
り
、
遅
れ
た
り
す

る
場
合
に
は
、
国
保
や
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
保
険
証
を
使
っ
て
治
療

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
場
合
、
医
療
費
を
医
療
保
険

が
一
時
的
に
立
て
替
え
、
後
か
ら
加

害
者
に
請
求
し
ま
す
。

　
保
険
証
を
使
い
交
通
事
故
な
ど
の

け
が
の
治
療
を
受
け
る
と
き
は
「
第

三
者
行
為
に
よ
る
被
害
届
」
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
の
際
の
注
意
　
▼
加
害
者
の

住
所
、
氏
名
、
自
動
車
損
害
賠
償
責

任
保
険
の
加
入
の
有
無
を
確
認
し
て

お
く
。
▼
交
通
事
故
証
明
書
を
取
り

寄
せ
る
。
▼
保
険
証
と
印
鑑
を
持
参

す
る
。

事
故
に
遭
っ
た
と
き
は
　
▼
軽
い
け

が
だ
と
思
っ
て
も
、
必
ず
警
察
へ
届

け
る
。
▼
免
許
証
、
車
検
証
、
保
険

証
な
ど
で
相
手
を
確
認
す
る
。
▼
自

動
車
の
ナ
ン
バ
ー
を
ひ
か
え
る
。
▼

示
談
を
す
る
前
に
健
康
課
国
民
健
康

保
険
係
へ
相
談
す
る
（
加
害
者
か
ら

治
療
費
を
受
け
取
っ
た
り
、
示
談
を

済
ま
せ
る
と
保
険
証
は
使
え
ま
せ

ん
）
。

交
通
事
故
に

　
遭
っ
た
ら

　
　
届
け
出
を
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第
36
回
市
民
カ
ラ
オ
ケ
大
会

第
12
回
加
茂
川
ブ
ル
ー
ス
・
加
茂
川
慕
情

　
　
　
　
　
　
全
国
大
会
　
出
場
者
を
募
集

　
カ
ラ
オ
ケ

大
会
一
般
部

門
で
は
40
人

（
組
）
程
度
、

加
茂
川
ブ
ル

ー
ス
・
加
茂

川
慕
情
全
国

大
会
部
門
で

は
各
15
人
程

度
を
募
集
し
ま
す
。

　
毎
年
行
わ
れ
る
加
茂
川
ブ
ル
ー

ス
・
加
茂
川
慕
情
全
国
大
会
に
は
、

県
内
各
地
か
ら
極
め
て
レ
ベ
ル
の
高

い
方
が
参
加
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
大
会
に
も
多
数
の
皆
様
の
ご
応

募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
　
時
　
10
月
９
日
（
月
・
祝
）
正

午
開
演

審
査
員
　
山
岸
之
起
先
生

出
場
料
　
１
人
４
千
円
（
申
し
込
み

時
に
納
入
）

出
場
資
格
　
▼
一
般
部
門
（
楽
曲
自

由
）　
16
歳
以
上
の
加
茂
市
・
田
上

町
在
住
、
ま
た
は
加
茂
市
に
通
勤
通

学
し
て
い
る
人
。

▼
加
茂
川
ブ
ル
ー
ス
・
加
茂
川
慕
情

全
国
大
会
部
門
　
16
歳
以
上
の
人

（
加
茂
市
以
外
の
人
で
も
可
）。

そ
の
他
　
加
茂
川
ブ
ル
ー
ス
・
加
茂

川
慕
情
の
Ｃ
Ｄ
や
テ
ー
プ
は
、
商
工

観
光
課
、
文
化
会
館
等
で
発
売
中
。

申
し
込
み
　
８
月
１
日
（
火
）
午
前

９
時
〜
31
日
（
木
）
午
後
５
時
ま
で

に
文
化
会
館（
☎
53

－

０
８
４
２
）へ
。

※

定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り

　
毎
年
夏
に
な
る
と
水
の
事
故
が
増

加
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に

楽
し
く
夏
を
過
ご
せ
る
よ
う
、
事
故

防
止
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■
水
難
事
故
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

❶
幼
い
子
ど
も
か
ら
目
を
離
さ
な

い
。
子
ど
も
だ
け
で
水
辺
で
は
遊
ば

せ
な
い
。

❷
泳
ぐ
前
は
準
備
体
操
を
行
い
、
休

憩
は
定
期
的
に
と
り
ま
し
ょ
う
。

❸
危
険
と
思
わ
れ
る
場
所
や
、
遊
泳

禁
止
区
域
で
は
泳
が
な
い
。

❹
で
き
る
だ
け
１
人
で
は
泳
が
な

い
。

河
川
の
場
合
　
▼
１
人
で
遊
ば
ず
、

必
ず
複
数
で
遊
び
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
た
ち
を
水
や

  

花
火
の
事
故
か
ら
守
ろ
う

▼
サ
ン
ダ
ル
は
脱
げ
や
す
い
の
で
、

ウ
ォ
ー
タ
ー
シ
ュ
ー
ズ
、
リ
バ
ー
シ

ュ
ー
ズ
な
ど
、
濡
れ
て
も
脱
げ
に
く

い
靴
を
履
き
ま
し
ょ
う
。

「
川
の
水
が
急
に
増
え
る
」
次
の
サ

イ
ン
に
注
意

▼
水
の
流
れ
て
く
る
方
向
の
空
に
黒

い
雲
が
見
え
た
と
き
。▼
落
ち
葉
や

流
木
、
ご
み
が
流
れ
て
き
た
と
き
。

▼
雷
が
鳴
り
始
め
た
と
き
。▼
雨
が

降
り
始
め
た
と
き
。

■
水
の
事
故
が
起
き
た
ら

❶
近
く
の
人
に
助
け
を
求
め
、
消
防

署
な
ど
に
救
助
を
要
請
す
る
。

❷
泳
い
で
助
け
に
行
く
の
は
最
後
の

手
段
で
す
。

　
ま
た
、
単
独
で
救
助
を
行
う
と
自

身
が
溺
れ
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
背

が
立
つ
と
こ
ろ
以
外
の
場
所
で
は
不

用
意
に
飛
び
込
ま
ず
、
周
囲
の
人
と

協
力
し
、
浮
き
輪
や
竿
、
ロ
ー
プ
な

ど
を
使
っ
て
救
助
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

も
し
も
に
備
え
救
命
講
習

　
消
防
署
で
は
、
救
命
講
習
の
申
し

込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
も
し
も
の
場
合
に
迅
速
に
対
応
で

き
る
よ
う
、
講
習
を
受
け
て
、
応
急

手
当
の
技
術
を
習
得
し
ま
し
ょ
う
。

■
花
火
を
す
る
と
き
の
注
意

❶
子
ど
も
だ
け
の
花
火
は
危
険
。
大

人
が
し
っ
か
り
見
て
い
ま
し
ょ
う
。

❷
花
火
を
人
に
向
け
た
り
、
燃
え
や

す
い
物
の
近
く
で
は
行
わ
な
い
。

❸
水
の
入
っ

た
バ
ケ
ツ
を

準
備
し
、
終

わ
っ
た
花
火

の
火
を
消

す
。

■
や
け
ど
を
し
た
場
合

❶
す
ぐ
患
部
に
水
道
水
を
か
け
、
10

分
〜
30
分
間
冷
や
す
。
服
の
上
か
ら

や
け
ど
を
し
た
場
合
は
、
無
理
に
脱

が
さ
ず
直
接
水
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

❷
病
院
へ
行
く
場
合
は
、
ガ
ー
ゼ
や

清
潔
な
タ
オ
ル
な
ど
で
患
部
を
包

み
、
何
も
塗
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
水
泡
が
あ
る
場
合
は
、
破

ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

❸
自
宅
で
処
置
で
き
る
軽
度
な
や
け

ど
は
、
消
毒
な
ど
を
行
い
、
痛
み
が

な
く
な
る
ま
で
包
帯
な
ど
の
上
か
ら

冷
や
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
地
域
消
防
署

（
☎
52

－

１
７
７
０
）

月 日 当番医 ☎
７／23（日） 大谷内科医院 ５２－０２３６
30（日） 鷲塚内科医院 ５２－２０５４

８／６（日） 田上診療所 ５７－５０１５
11（金・祝）さくらクリニック ５２－９５１１
13（日） 星野内科医院 ４１－４１４１
15（火） 徳友医院 ５３－０１６７

　
コ
ン
ロ
は
毎
日
使
う
道
具
で
す
。
安
全
に
使
う

た
め
、
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

❶
調
理
中
は
離
れ
な
い
　
調
理
中
は
、
そ
の
場
を

絶
対
離
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
も
し
、
離
れ
る
と

き
は
必
ず
火
を
消
し
ま
し
ょ
う
。

❷
コ
ン
ロ
や
そ
の
周
り
は
き
れ
い
に
　
油
汚
れ
は

放
置
す
る
と
、
コ
ン
ロ
の
火
が
燃
え
移
る
危
険
が

あ
り
ま
す
。
特
に
、
グ
リ
ル
内
に
肉
や
魚
の
油
が
た
ま
っ
た
ま
ま
で
は
危

険
な
の
で
掃
除
し
ま
し
ょ
う
。

❸
電
磁
調
理
器
も
注
意
　
電
磁（
Ｉ

Ｈ
）
調
理
器
は
火
を
使
わ
な
い
の

で
安
全
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
誤
っ
た
使
い
方
や
対

応
機
器
以
外
の
調
理
器
具
を
使
う

と
火
災
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
地
域
消
防
署

（
☎
52

－

１
７
７
０
）

25
㈫
友引

2
㈬
仏滅
3
㈭
大安
4
㈮
赤口

5
㈯
先勝

6
㈰
友引

31
㈪
友引

26
㈬
先負

28
㈮
大安

27
㈭
仏滅

30
㈰
先勝

・行政相談　　市役所相談室１　　9：00～11：30
・心配ごと相談
　　　　　　　市役所相談室４　　9：00～16：00
・公証法律相談（社会福祉協議会☎52－6667へ
　予約）　　　市役所相談室３　13：00～15：00

・温水プール休館日

・古典文学の集い・万葉集
　　　　　　　　　市立図書館　10：00から

29
㈯
赤口

・民俗資料館休館日

・公民館・市民体育館、民俗資料館休館日
・七谷、中央、上条、下条、須田コミセン休館日

・読もう、語ろうイギリス文学
　　　　　　　　　市立図書館　10：00から
・読　書　会　　　市立図書館　13：30から

　休日当番医　田上診療所
 　　　　　　☎５７－５０１５ 　9：00～17：00
・総体　野球（一般、壮年、中学生の部）
　　　　　　　七谷野球場ほか　 8：00から
・民俗資料館休館日

・心配ごと相談　上町コミセン　 9：00～12：00
・司法書士による無料法律相談（予約は前日まで
　に☎47－1882へ／司法書士会三条支部相談員：
　外山量一さん）上町コミセン　 9：00～12：00
・映画鑑賞会（一般）「ホーム・スイートホーム」
　　　　　　　　　市立図書館　14：00から
・民俗資料館休館日

・心配ごと相談
　　　　　　　市役所相談室４　 9：00～16：00

害
鳥
捕
獲
等
を
実
施 

関
係
者
以
外
は
入
ら
な
い
で

　
果
実
を
ム
ク
ド
リ
、
カ
ラ
ス
な
ど
の
食
害
か
ら
守
る
た
め
、
銃
器
に
よ

る
一
斉
捕
獲
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
期
間
中
は
関
係
者
以
外
は
立
ち
入

ら
な
い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
　
間
　
９
月
５
日
（
火
）
ま
で
の
、
日
の
出
か
ら
午
前
６
時
ま
で
。

実
施
日
　
火
、
木
、
土
曜
日

※

た
だ
し
、
10
月
31
日
（
火
）
ま
で
は
、
日
の
出
か
ら
日
没
の
間
、
実
施

日
の
ほ
か
に
臨
時
的
に
実
施
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

区
　
域
　
山
島
新
田
、
加
茂
新
田
、
須
田
地
区
の
果
樹
地
帯
。

問
い
合
わ
せ
　
農
林
課
振
興
係
（
☎
内
線
412
）

注
意
し
て
防
ご
う
　
コ
ン
ロ
火
災

　休日当番医　鷲塚内科医院
 　　　　　　☎５２－２０５４ 　9：00～17：00
・総体　野球（一般、壮年の部）
　　　　　　　七谷野球場ほか　 8：00から
　　　　水泳　　　市民プール　 8：30から
・民俗資料館休館日

・温水プール休館日

・民俗資料館休館日
・七谷、中央、上条、下条、須田コミセン休館日

7月・8月

人口のうごき　 ７月１日現在
世　帯　　　　 10,300（－ 1）
人　口　　　　 27,936（－33）
　男　　　　　 13,533（－24）
　女　　　　　 14,403（－ 9）
　　　（　）内は前月比　

　　　　（6月異動分）
出　生　12 （男　 5　女　 7）
死　亡　35（男　22   女　13）
転　出　44 　　  転　入　34

24
先勝

7月

㈪

1
先負

8月

㈫

サマージャンボ宝くじ
　８月 10日まで発売中

　新潟県内で購入された宝くじの交付金は、市町村に配分され、明るく住みよいまちづくりに
使われます。宝くじは市内で買いましょう。


